
　　自　令和５年３月　３日 

　　至　令和５年３月１０日 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年第１回平内町議会定例会 

会　　　議　　　録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平内町議会事務局 

 

 



 



令和５年第１回平内町議会定例会会議録　　目次 

 

１、招集告示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………………………………………　　 5  

１、会期日程表 

１、議事日程表（第１号） 

１、議事日程表（第２号） 

１、議事日程表（第３号） 

１、町長提出議案　　　　　　　　　　　　　　　　　 　…………………………………………　 11 

１、報　　　　告 

１、委員会審査報告書 

　　　　第１号（３月３日　金曜日）　　　　　　　　　…………………………………………　　21 

１、本日の会議に付した事件 

１、出席議員及び欠席議員 

１、法１２１条による出席者 

１、出席事務局職員 

１、開　会・開　議 

１、諸　　報　　告 

１、会議録署名議員の指名 

１、会期の決定 

１、提出議案一括上程　　提案理由説明（町長　船橋茂久君） 

１、休　会　提　議 

１、散　　　　　会 

　　　  第２号（３月６日　月曜日）　　　　　　　　　…………………………………………　　33 

１、本日の会議に付した事件 

１、出席議員及び欠席議員 

１、法１２１条による出席者 

１、出席事務局職員 

１、開　　　　　議 

１、一　般　質　問 

　◎　田中　大君 

　　　　　答　弁（町　長　船橋茂久君）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　◎　田中光弘君 

　　　　　答　弁（町　長　船橋茂久君） 

  ◎　太田満則君 

　　　　　答　弁（町　長　船橋茂久君） 

　　　　　　　　（水産商工観光課長　畑井幸治君） 

            　　（病院事務局長　小形正樹君） 

  ◎　亀田弘徳君 

　　　　　答　弁（町　長　船橋茂久君）　 

　　　　　　　　（水産商工観光課長　畑井幸治君） 

　　　　　　    （福祉介護課長　塩越信子君）　 

- 1 -



◎　田中茂勝君 

　　　　　答　弁（町　長　船橋茂久君）　　　　 

１、質　　　　　疑　　　　　　　　　　　　　　　　　…………………………………………　 57 

１、予算特別委員会設置 

１、議　案　付　託 

１、請　願　付　託 

１、休　会　提　議 

１、散　　　　　会 

　　　 第３号（３月１０日　金曜日）　　　　　　　　…………………………………………　　63 

１、本日の会議に付した事件 

１、出席議員及び欠席議員 

１、法１２１条による出席者 

１、出席事務局職員 

１、開　　　　　議 

１、予算特別委員会報告 

１、表　　　　決　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………………………………………　 65 

    議案第 １ 号　　議案第 ２ 号　　議案第 ３ 号　　議案第 ４ 号　 

    議案第 ５ 号　　議案第 ６ 号　　議案第 ７ 号　　議案第 ８ 号　 

    議案第 ９ 号　　議案第１０号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決 

１、総務福祉常任委員会報告 

１、経済文教常任委員会報告 

１、表　　　　決　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………………………………………   66 

　　報告第 ２ 号    報告第 ５ 号    報告第 ６ 号                            承　　認 

　議案第１１号　　議案第１２号　　議案第１３号　　議案第１４号　　　　　　 

　　議案第１５号　　議案第１６号　　議案第１７号　　議案第１８号　　　　　　 

議案第１９号　　議案第２９号　　議案第３０号　　議案第３１号　　　　　　原案可決 

陳情第 １ 号    　　　　　　　　　　　　　　                            採　　択 

１、表　　　　決　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………………………………………　 66 　　

議案第２０号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決 

１、表　　　　決　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………………………………………　 67　　

議案第２１号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決 

１、表　　　　決　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………………………………………　 67 

　　議案第２２号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決 

１、表　　　　決　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………………………………………　 68 

　　議案第２３号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決 

１、表　　　　決　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………………………………………　 68 

　　議案第２４号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決 

１、表　　　　決　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………………………………………　 68 

　　議案第２５号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決 

１、表　　　　決　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………………………………………　 69 

　　議案第２６号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決 

- 2 -



１、表　　　　決　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………………………………………　 70 

　　議案第２７号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決 

１、表　　　　決　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………………………………………　 70 

　　議案第２８号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決 

１、表　　　　決　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………………………………………　 71 

　　発議第 １ 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決 

１、表　　　　決　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………………………………………　 71 

　　発議第 ２ 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決 

１、表　　　　決　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………………………………………　 72 

　　発議第 ３ 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決 

１、議員派遣の件　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………………………………………　 72 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 承　 認 

追加日程 

１、表　　　　決　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………………………………………　 73 

　　発議第 ４ 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決 

１、町　長　挨　拶　（町　長　船橋茂久君） 

１、閉　　　　会    

 

- 3 -



 



〔参考登載〕 
 
平内町告示第１３号 

 
 
　令和５年第１回平内町議会定例会を、次のとおり招集する。 
 
 
　　　令和５年２月２８日 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平内町長　船　橋　茂　久 
 
 

記 
 
 
１．日　　　時　　令和５年３月３日（金）　午前１０時 
 
２．場　　　所　　平内町議会議場 
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令和５年第１回平内町議会定例会　会期日程表 

 

令和５年３月３日招集 

 

 
月　　日 開議時刻

 

件　　　　　　　　　　名 

 

３月３日 

（金）
午前１０時

 

本会議 

 

　開　会　・　開　議 

　　第　１　　会議録署名議員の指名 

　　第　２　　会期の決定 

　　第　３　　議案一括上程 

　　　　　　　（提案理由及び議案概要説明） 

　散　会 

 
３月４日 

（土）

 

　休　会 

 
３月５日 

（日）

 

　休　会 

 

３月６日 

（月） 午前１０時

 

本会議 

 

　開　議 

　　第　１　　一　般　質　問 

　　第　２　　質　　　　　疑 

　　第　３　　予算特別委員会設置 

　　第　４　　議　案　付　託 

　　第　５　　陳　情　付　託 

　散　会 

 
３月７日 

（火）
午前１０時

 

休　会（予算特別委員会） 

 
３月８日 

（水）
午前１０時

 

　休　会（予算特別委員会） 
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月　　日 開議時刻

 

件　　　　　　　　　　名 

 
３月９日 

（木）
午前９時３０分

 

　休　会（各常任委員会） 

 

３月１０日 

（金）
午前１０時

本会議 

　開　議 

 

　　第　１　　予算特別委員会報告 

　　第　２　　総務福祉・経済文教常任委員会報告 

　　第　３　　議案第２０号 

　　第　４　　議案第２１号 

　　第　５　　議案第２２号 
　　第　６　　議案第２３号 
　　第　７　　議案第２４号 
　　第　８　　議案第２５号 
　　第　９　　議案第２７号 
　　第１０　　議案第２８号 
　　第１１　　発議第 １ 号 
　　第１２　　発議第 ２ 号 
  第１３　　発議第 ３ 号 
第１４　　議員派遣の件 
　　 

（町　長　挨　拶） 

　閉　会 
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令和５年第１回平内町議会定例会 

 

３月３日議事日程表（第１号） 

 

開議時刻　午前１０時 

 

 

 

令和５年第１回平内町議会定例会 

 

３月６日議事日程表（第２号） 

 

開議時刻　午前１０時 

 

  

　開　会　・　開　議 

 

　　日程第 １　　会議録署名議員の指名 

 

　　日程第 ２　　会期の決定 

 

　　日程第 ３　　議案一括上程（提案理由及び議案概要説明） 

 

　散　会 

  

　開　議 

　 

　　日程第 １　　一　般　質　問 

　 

　　日程第 ２　　質　　　　　疑 

　 

　　日程第 ３　　予算特別委員会設置 

　 

　　日程第 ４　　議　案　付　託 

　 

　　日程第 ５　　陳　情　付　託 

　 

　散　会 
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令和５年第１回平内町議会定例会 

 

３月１０日議事日程表（第３号） 

 

開議時刻　午前１０時 

 

 

  
　開　議 

 
　　日程第 １　　予算特別委員会報告 
 
　　日程第 ２　　総務福祉・経済文教常任委員会報告 
 
　　日程第 ３　　議案第２０号　平内町個人情報の保護に関する条例案 
 
　　日程第 ４    議案第２１号　平内町情報公開・個人情報保護審査会条例案 
 

    　日程第 ５    議案第２２号　平内町情報公開条例の一部を改正する条例案　 
 
　　日程第 ６　　議案第２３号　平内町職員の給与に関する条例の一部を改正す 

る条例案 
 
　　　日程第 ７　　議案第２４号　平内町国民健康保険条例の一部を改正する条例 
　　　　　　　　　　　　　　　　 案 

　　　 
　　　日程第 ８　　議案第２５号　平内町家庭的保育事業等の設備及び運営に関す 

る基準を定める条例の一部を改正する条例案 
　　　 

　　　日程第 ９　　議案第２７号　平内町道路占用料等徴収条例の一部を改正する 
条例案 

 
　　　日程第１０　 議案第２８号　平内町病院事業会計年度任用職員の給与等に関 

する条例の一部を改正する条例案　 
　 

　　　日程第１１　 発議第 １ 号　人権擁護委員候補者の推薦についての意見案　 
 

　　　日程第１２　 発議第 ２ 号　平内町議会議員の議員報酬等の特例に関する条 
　　　　　　　　　　　　　　　　 例案　 
　　 

日程第１３   発議第 ３ 号　平内町議会の個人情報の保護に関する条例案  
 

      日程第１４　 議員派遣の件     
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（追加日程） 
　 

日程第１５　 発議第 ４ 号　普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・ 
水・土の安全の保障を求める意見書案 

    
（町 長 挨 拶） 

   
 
　閉　会 
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令和５年第１回平内町議会定例会会議録 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和５年３月　３日　開　会 
令和５年３月１０日　閉　会 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１、町長提出議案件名 
　　議案第 １ 号　令和５年度平内町一般会計予算案 
　　議案第 ２ 号　令和５年度平内町国民健康保険特別会計予算案 
　　議案第 ３ 号　令和５年度平内町国民健康保険平内中央病院事業会計予算案 
　　議案第 ４ 号　令和５年度平内町水道事業会計予算案 
　　議案第 ５ 号　令和５年度平内町特殊索道事業特別会計予算案 
　　議案第 ６ 号　令和５年度平内町農業集落排水事業特別会計予算案 
　　議案第 ７ 号　令和５年度平内町漁業集落環境整備事業特別会計予算案 
　　議案第 ８ 号　令和５年度平内町公共下水道事業特別会計予算案 
　　議案第 ９ 号　令和５年度平内町介護保険特別会計予算案 
　　議案第１０号　令和５年度平内町後期高齢者医療特別会計予算案 
　　報告第 ２ 号　専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて 
　　　　　　　　　〔令和４年度平内町一般会計補正予算〕 
　　報告第 ５ 号　専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて 
　　　　　　　　　〔令和４年度平内町一般会計補正予算〕 
　　報告第 ６ 号　専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて 
　　　　　　　　　〔令和４年度平内町一般会計補正予算〕 
　　議案第１１号　令和４年度平内町一般会計補正予算案  
　　議案第１２号　令和４年度平内町国民健康保険特別会計補正予算案  
　　議案第１３号　令和４年度平内町国民健康保険平内中央病院事業会計補正予算案  
　　議案第１４号　令和４年度平内町水道事業会計補正予算案 
　　議案第１５号　令和４年度平内町農業集落排水事業特別会計補正予算案  
　　議案第１６号　令和４年度平内町漁業集落環境整備事業特別会計補正予算案 
　　議案第１７号　令和４年度平内町公共下水道事業特別会計補正予算案  
　　議案第１８号　令和４年度平内町介護保険特別会計補正予算案 
　　議案第１９号　令和４年度平内町後期高齢者医療特別会計補正予算案 

議案第２０号　平内町個人情報の保護に関する条例案 
    議案第２１号　平内町情報公開・個人情報保護審査会条例案 
    議案第２２号　平内町情報公開条例の一部を改正する条例案 
    議案第２３号　平内町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案 
    議案第２４号　平内町国民健康保険条例の一部を改正する条例案 
    議案第２５号　平内町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正 

する条例案 
    議案第２６号　平内町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部 

を改正する条例案 
    議案第２７号　平内町道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例案 
    議案第２８号　平内町病院事業会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例案 

議案第２９号　漁港整備事業工事分担金賦課徴収について 
    議案第３０号　港湾整備事業工事分担金賦課徴収について 
    議案第３１号　青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び青森県市町村 
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総合事務組合の規約の変更について 
 
２、議員提出案件　 
　　発議第 １ 号　人権擁護員の候補者の推薦についての意見案 

発議第 ２ 号　平内町議会議員の議員報酬等の特例に関する条例案 
　　発議第 ３ 号　平内町議会の個人情報の保護に関する条例案　 

発議第 ４ 号　普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土の安全の保障を求める意見書 
案 

　　 
３、陳　情 

陳情第 １ 号　日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・ 

水・土の安全の保障を求める陳情 
　　 
４、報　告 
　　報告第 １ 号　専決処分した事項の報告について〔和解及び損害賠償額の決定について〕 
　　報告第 ３ 号　専決処分した事項の報告について〔和解について〕 
　　報告第 ４ 号  専決処分した事項の報告について〔和解及び損害賠償額の決定について〕　 
　　例月出納検査結果報告書 
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令和５年３月１０日 

 

 

　平内町議会議長　　船　橋　健　人　 殿 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算特別委員長　　亀　田　弘　徳 

 

 

委　員　会　審　査　報　告　書 

 

 

　本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したから会議規則第７７条の
規定により報告します。 

 

記 

 

 
事件の番号 件　　　　　　　　　名

審査の 

結　果
審査の 

理　由

 
議案第 １ 号 令和５年度平内町一般会計予算案

原案どおり可決 

す べ き も の
処置妥当

 
議案第 ２ 号

令和５年度平内町国民健康保険特
別会計予算案

上記同じ 上記同じ

 
議案第 ３ 号

令和５年度平内町国民健康保険平
内中央病院事業会計予算案

上記同じ 上記同じ

 
議案第 ４ 号

令和５年度平内町水道事業会計予
算案

上記同じ 上記同じ

 
議案第 ５ 号

令和５年度平内町特殊索道事業特
別会計予算案

上記同じ 上記同じ

 
議案第 ６ 号

令和５年度平内町農業集落排水事
業特別会計予算案

上記同じ 上記同じ

 
議案第 ７ 号

令和５年度平内町漁業集落環境整
備事業特別会計予算案

上記同じ 上記同じ

 
議案第 ８ 号

令和５年度平内町公共下水道事業
特別会計予算案

上記同じ 上記同じ

 
議案第 ９ 号

令和５年度平内町介護保険特別会
計予算案

上記同じ 上記同じ
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事件の番号 件　　　　　　　　　名

審査の 

結　果
審査の 

理　由

 
議案第１０号

令和５年度平内町後期高齢者医療
特別会計予算案

原案どおり可決 

す べ き も の
処置妥当
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令和５年３月１０日 

 

 

　平内町議会議長　　船　橋　健　人　 殿 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務福祉常任委員長　　田　中　光　弘 

 

 

委　員　会　審　査　報　告　書 

 

 

　本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したから会議規則第７７条の
規定により報告します。 

 

記 

 

 

事件の番号 件　　　　　　　　　名
審査の 

結　果
審査の 

理　由

 

報 告 第 ２ 号

専決処分した事項の報告及び承認
を求めることについて〔令和４年
度平内町一般会計補正予算〕（所管
部分）

原案どおり承認 

す べ き も の
処置妥当

 

報 告 第 ５ 号

専決処分した事項の報告及び承認
を求めることについて〔令和４年
度平内町一般会計補正予算〕（所管
部分）

上記同じ 上記同じ

 

報 告 第 ６ 号

専決処分した事項の報告及び承認
を求めることについて〔令和４年
度平内町一般会計補正予算〕（所管
部分）

上記同じ 上記同じ

 

議案第１１号
令和４年度平内町一般会計補正予
算案（所管部分）

原案どおり可決 

す べ き も の
処置妥当

 

議案第１２号
令和４年度平内町国民健康保険特
別会計補正予算案

上記同じ 上記同じ

 

議案第１８号
令和４年度平内町介護保険特別会
計補正予算案

上記同じ 上記同じ
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事件の番号 件　　　　　　　　　名
審査の 

結　果
審査の 

理　由

 

議案第１９号
令和４年度平内町後期高齢者医療
特別会計補正予算案

原案どおり可決 

す べ き も の
処置妥当

 

議案第３１号

青森県市町村総合事務組合を組織
する地方公共団体の数の増加及び
青森県市町村総合事務組合の規約
の変更について

上記同じ 上記同じ
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令和５年３月１０日 

 

 

　平内町議会議長　　船　橋　健　人　 殿 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務福祉常任委員長　　田　中　光　弘 

 

 

委　員　会　審　査　報　告　書 

 

 

　本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したから会議規則第９４条の
規定により報告します。 

 

記 

 

 

 

 
受理番号 件　　　　　　　　　名

委員会 

の意見
審査の 

結　果

 

陳 情 第 1 号

日本全体で解決すべき問題とし
て、普天間基地周辺の子どもたち
を取り巻く空・水・土の安全の保
障を求める陳情

願意妥当 採択すべきもの
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令和５年３月１０日 

 

 

平内町議会議長　　船　橋　健　人　 殿 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経済文教常任委員長　　亀　田　弘　徳 

 

 

委　員　会　審　査　報　告　書 

 

 

　本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したから会議規則第７７条の
規定により報告します。 

 

記 

 

 
事件の番号 件　　　　　　　　　名

審査の 

結　果
審査の 

理　由

 

報告第 ２ 号
専決処分した事項の報告及び承
認を求めることについて〔令和４
年度平内町一般会計補正予算〕
（所管部分）

原案どおり承認 

す べ き も の
処置妥当

 

報告第 ５ 号
専決処分した事項の報告及び承
認を求めることについて〔令和４
年度平内町一般会計補正予算〕
（所管部分）

上記同じ 上記同じ

 

報告第 ６ 号
専決処分した事項の報告及び承
認を求めることについて〔令和４
年度平内町一般会計補正予算〕
（所管部分）

上記同じ 上記同じ

 

議案第１１号
令和４年度平内町一般会計補正
予算案（所管部分）

原案どおり可決 

す べ き も の
処置妥当

 

議案第１３号
令和４年度平内町国民健康保険
平内中央病院事業会計補正予算
案

上記同じ 上記同じ

 

議案第１４号
令和４年度平内町水道事業会計
補正予算案

上記同じ 上記同じ
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事件の番号 件　　　　　　　　　名
審査の 

結　果
審査の 

理　由

 

議案第１５号
令和４年度平内町農業集落排水
事業特別会計補正予算案

原案どおり可決 

す べ き も の
処置妥当

 

議案第１６号
令和４年度平内町漁業集落環境
整備事業特別会計補正予算案

上記同じ 上記同じ

 

議案第１７号
令和４年度平内町公共下水道事
業特別会計補正予算案

上記同じ 上記同じ

 

議案第３０号
漁港整備事業工事分担金賦課徴
収について

上記同じ 上記同じ

 

議案第３１号
港湾整備事業工事分担金賦課徴
収について

上記同じ 上記同じ
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令和５年第１回平内町議会定例会会議録（第１号） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年３月３日 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
本日の会議に付した事件 

　日程第１、会議録署名議員の指名 

　日程第２、会期の決定 
　日程第３、議案一括上程（提案理由及び議案概要説明）　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
出席議員　１０名 

　議　長　船　橋　健　人君　　副議長　木　村　良　一君　　２　番　田　中　　　大君 
　３　番　小笠原　智鶴子君　　４　番　亀　田　弘　徳君　　５　番　田　中　茂　勝君 
　６　番　太　田　満　則君　　８　番　倉　内　清　一君　　９　番　佐々木　德　正君 
　１０番　田　中　光　弘君　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

欠席議員　なし 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

地方自治法第１２１条による出席者職氏名 

町　　　　　長　船　橋　茂　久君　　　副　　町　　長　山　田　光　昭君 

　総務課長・選挙管理委員会事務局長　倉　内　　　仁君　　　総務課指導監　工　藤　英　仁君 
　企画政策課長　田　中　正　美君　　　税 務 課 長　渡　邊　仁　志君 

　町 民 課 長　工　藤　隆之進君　　　福祉介護課長　塩　越　信　子君 
　福祉介護課指導監　竹　達　暁　教君　　　健康増進課長　松　山　秀　子君 
　健 康 増 進 課 指 導 監　大　水　　　要君　　　農政課長・農業委員会事務局長　飯　田　千代志君 
　水産商工観光課長　畑　井　幸　治君　　　地域整備課長　佐々木　隆　志君 
　地域整備課上下水道管理室長　近　藤　　　吏君　　　会 計 管 理 者　飯　田　剛　志君 
　平内中央病院事務局長　小　形　正　樹君　　　消防監消防署長　木　村　秀　人君 
　教 育 長　渡　辺　伸　一君　　　学校教育課長　須　藤　鉄　博君 
　生涯学習課長　船　橋　英　樹君　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

事務局出席者職氏名 

議会事務局長　佐々木　一　成　　　事務局長補佐　片　山　潤　一 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

振鈴（午前１０時００分　開　会） 
議　長（船橋健人君）皆さん、おはようございます。 
ただいまから、令和５年第１回平内町議会定例会を開会します。出席議員が１０人でありますので、

会議は成立します。 
ただちに本日の会議を開きます。会議は、議事日程表第１号により進めます。 
日程に先立ち町民憲章を朗読いたします。事務局長に音頭を取らせますので、全文を続けて朗読願

います。全員ご起立願います。 
　（町民憲章を朗読） 
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議　長（船橋健人君）ご着席願います。 
　ここで議員辞職についてご報告いたします。 
　令和４年１２月２８日　七尾　潔議員より同日付けもって議員辞職願いが提出されました。議会閉

会中でありましたので、地方自治法第１２６条の規定に基づき、令和４年１２月２８日付けで、本職

に於いて辞職を許可いたしましたので、会議規則第９９条第２項の規定により報告いたします。 

次に、諸報告を行います。議長報告を事務局長に朗読させます。 

議会事務局長（佐々木一成）それでは、議長報告を朗読いたします。 
今定例会に、町長より提出されました案件は「議案第１号　令和５年度平内町一般会計予算案」、「議

案第２号　令和５年度平内町国民健康保険特別会計予算案」、「議案第３号　令和５年度平内町国民健

康保険平内中央病院事業会計予算案」、「議案第４号　令和５年度平内町水道事業会計予算案」、「議

案第５号　令和５年度平内町特殊索道事業特別会計予算案」、「議案第６号　令和５年度平内町農業集

落排水事業特別会計予算案」、「議案第７号　令和５年度平内町漁業集落環境整備事業特別会計予算

案」、「議案第８号　令和５年度平内町公共下水道事業特別会計予算案」、「議案第９号　令和５年度

平内町介護保険特別会計予算案」、「議案第１０号　令和５年度平内町後期高齢者医療特別会計予算

案」、「報告第２号　専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて〔令和４年度平内町一般

会計補正予算〕」、「報告第５号　専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて〔令和４年度

平内町一般会計補正予算〕」、「報告第６号　専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて　　　　　　　

〔令和４年度平内町一般会計補正予算〕」、「議案第１１号　令和４年度平内町一般会計補正予算案」、 
「議案第１２号　令和４年度平内町国民健康保険特別会計補正予算案」、「議案第１３号　令和４年度

平内町国民健康保険平内中央病院事業会計補正予算案」、「議案第１４号　令和４年度平内町水道事業

会計補正予算案」、「議案第１５号　令和４年度平内町農業集落排水事業特別会計補正予算案」、「議

案第１６号　令和４年度平内町漁業集落環境整備事業特別会計補正予算案」、「議案第１７号　令和４

年度平内町公共下水道事業特別会計補正予算案」、「議案第１８号　令和４年度平内町介護保険特別会

計補正予算案」、「議案第１９号　令和４年度平内町後期高齢者医療特別会計補正予算案」、「議案第２

０号　平内町個人情報の保護に関する条例案」、「議案第２１号　平内町情報公開・個人情報保護審査

会条例案」、「議案第２２号　平内町情報公開条例の一部を改正する条例案」、「議案第２３号　平内町

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案」、「議案第２４号　平内町国民健康保険条例の一部

を改正する条例案」、「議案第２５号　平内町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例案」、「議案第２６号　平内町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例案」、「議案第２７号　平内町道路占用料等徴収条例の一

部を改正する条例案」、「議案第２８号　平内町病院事業会計年度任用職員の給与等に関する条例の一

部を改正する条例案」、「議案第２９号　漁港整備事業工事分担金賦課徴収について」、「議案第３０号　

港湾整備事業工事分担金賦課徴収について」、「議案第３１号　青森県市町村総合事務組合を組織する

地方公共団体の数の増加及び青森県市町村総合事務組合の規約の変更について」以上３４件でありま

す。 
次に、議員提案の案件は、「発議第１号　人権擁護員の候補者推薦についての意見案」、「発議第２号　

平内町議会議員の議員報酬等の特例に関する条例案」、「発議第３号　平内町議会の個人情報の保護に

関する条例案」以上３件であります。 

また、今定例会までに、受理した陳情書は「陳情第１号　日本全体で解決すべき問題として、普天

間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土の安全の保障を求める陳情」１件であります。 
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次に、報告関係では、町長より、「報告第１号　専決処分した事項について〔和解及び損害賠償額の

決定について〕」、「報告第３号　専決処分した事項について〔和解について〕」、「報告第４号　専決処

分した事項について〔和解及び損害賠償額の決定について〕」以上３件であります。 
また、平内町監査委員からは、例月出納検査結果報告書が提出されましたので、議員各位に配布し

てあります。 
次に、参考資料として「会計年度任用職員の不安定雇用問題に対する緊急要望書」、「庁舎内におけ

る職員への政党機関紙の勧誘・配達・集金を自粛するよう求める陳情」、「民主主義・立憲主義の基盤

である思想・良心の自由、請願権等を守る為の陳情」の３件を各位に配布しております。 
また、説明員については、町長、教育委員会教育長等に対し、出席要求したところ、出席通知のあ

りました者の、職・氏名及び職務のために出席した者の、職・氏名については、お手元に、お配りし

てありますので、ご了承願います。以上で、議長報告の朗読を終わります。 

議　長（船橋健人君）次に、私から、青森県町村議会議長会自治功労表彰受賞者の報告をいたします。 
　去る、２月２７日に開催されました、第７３回青森県町村議会議長会定期総会において、木村良一

君、そして私が、議会議員として、１１年以上在籍した自治功労により、青森県町村議会議長会より、

表彰されました。 
　今回の受賞の栄誉に浴されました２名の方々は、長年にわたり、地方自治の進行発展並びに町民福

祉の向上に寄与された、そのご功績が認められたものであります。 
　受賞の栄誉を称え心から表彰をお祝いを申しあげます。それでは、これより日程に入ります。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　日程第１、会議録署名議員の指名 

議　長（船橋健人君）日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。 
会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、１１番木村良一君、２番田中　大君を指名

します。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　日程第２、会期の決定 

議　長（船橋健人君）日程第２、「会期の決定」を議題とします。 
　お諮りします。今定例会の会期は、本日から３月１０日までの８日間としたいと思いますが、これ

にご異議ありませんか。 
　　　　　（「異議なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）異議なしと認めます。したがって、会期は本日から３月１０日までの８日間と

することに決定しました。会期日程表は、お手元に配布のとおりであります。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　日程第３、議案一括上程（提案理由及び議案概要説明） 

議　長（船橋健人君）日程第３、「議案第１号」から「議案第１０号」まで「報告第２号」、「報告第５

号」、「報告第６号」、及び「議案第１１号」から「議案第３１号」まで以上３４件を一括して上程しま

す。町長の提案説明を求めます。（「議長」の声あり。）町長。 
町　長（船橋茂久君）おはようございます。 
　本日ここに、令和５年第１回平内町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には、公私と

もに御多用中にもかかわらず御出席を賜り厚く御礼を申し上げます。 

　昨年を振り返ってみますと、県内においては、８月上旬から中旬にかけて、北日本に停滞する前線
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の影響により、記録的な大雨を観測。８月３日には、本県で初めて津軽地方で線状降水帯が確認され、

深浦町では、１時間降水量９１．５ミリと観測史上最大を更新。８月９日には、記録的短時間大雨情

報が相次いで発令されるなど、各地で、河川の氾濫や土砂災害が発生いたしました。人的被害はなか

ったものの、津軽地方を中心に、生活基盤となる住家への浸水、停電や水道の断水、リンゴ畑、水田

などの農地、農作物、河川、道路、鉄道路線など、甚大な被害に見舞われ、いまだに不自由、不便な

生活に苦しんでおられます方々へ、心より御見舞い申し上げ、一日でも早い、復旧・復興を願うもの

であります。 

　新型コロナウイルス感染症については、感染力が非常に強い、変異株のオミクロン株により、国内、

県内の感染拡大が、収まらない状況の中、私自身の感染や、平内町国民健康保険平内中央病院での入

院患者を含む二度の集団感染につきましては、町民の皆さまへ御心配、御迷惑をお掛けしましたこと

を、心より深くお詫び申し上げます。今後とも、県との連携を深め、町民の健康、命を守るべく、町

民への感染対策、対応を、丁寧に積み重ねて参る所存でございます。 

　国内においては、令和４年７月８日、安倍元首相が、奈良市内で、参議院議員通常選挙の街頭応援

演説中に、銃撃され死亡。銃撃事件の背景の中で、政治と宗教の在り方が問われ、国内が大きく混乱、

国会内でも紛糾が続き、内閣においては、主要閣僚の辞任にまで発展しました。また、安倍元首相の

国葬の実施を巡っては、世論が二分するなど政治的には、大変不安定な一年となりました。 

　このように、日本中が重苦しく、暗い状況下でありましたが、令和４年１１月に中東カタールで開

催されましたサッカーワールドカップ大会では、日本代表が大活躍、予選リーグでは、大会優勝経験

があるドイツ、スペインを撃破、１位での通過と、世界に驚きを与え、決勝トーナメントでは、前回

大会準優勝のクロアチアに、惜しくも、ＰＫ戦の末に惜敗しましたが、多くの国民に、感動と喜びを

与えていただきました。 

　国際情勢につきましては、ロシアが、令和４年２月２４日、隣国ウクライナに軍事侵攻、ロシアの

プーチン大統領は、米国主導の軍事同盟である北大西洋条約機構（ＮＡＴＯ）の東方拡大を非難し、

侵攻はウクライナ東部の親ロシア派保護などを目的とした「特別軍事作戦」と正当化、ロシア軍の残

虐行為や、プーチン大統領が繰り返す核兵器使用示唆による威嚇は、世界に戦慄を走らせています。

侵攻以降、世界の分断が供給制約を深め、食品やエネルギーなどの高騰に拍車がかかり、歴史的な物

価高に直面している状況であり、眼前で起きている戦争を一刻も早く止めるためにも、国際社会が団

結して、「武力による現状変更、民主主義国家の主権を侵害する暴挙を絶対許さない」など、人類の将

来を見据え、知力を尽くし、英知を結集した平和な国際社会を望み、ウクライナ国民に、空爆と警報

のない、平穏な暮らし、普通の日常が、１日でも早く訪れることを祈るものであります。 

　さて、当町の令和４年を振り返ってみますと、基幹産業であるホタテ養殖においては、出荷の中心

となる令和３年産貝は大きな「へい死」もなく、出荷量は全体としては３万８千トンとなり、過去５

年間の平均数量より少ないものの、単価が高値で推移したことから、平内町漁業協同組合の水揚額と

しては、ホタテだけで約８１億円、ナマコ等を含めた全体では約９２億６千万円となり、当初の販売

計画の６３億円を大きく上回り、平成２９年度に次ぐ歴代３番目の水揚げとなりました。稚貝につい

ては、ラーバの母体となる親貝の不足、環境の変化等によるホタテガイの大規模産卵が見られなかっ

たことから、平成２２年の高水温時と同等の生産量に落ち込むものではと大変懸念しております。町

では、ホタテガイの安定生産のために、養殖の適正数量を守り、多少の環境変動にも耐え得る丈夫な

種苗を確保するための親貝の育成に生産者、漁業協同組合と一体となって取り組んでいきたいと考え

ております。 
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　一方、水稲については、冬期間の大雪により春作業の遅れが心配されましたが、その後の好天によ

り田植えから出穂期まで順調に推移しました。８月には記録的な大雨もありましたが、その後の天候

に恵まれ青森地帯の作況指数は、１０１の「平年並み」となりました。また、航空防除等による適切

な薬剤散布により、基幹品種である「まっしぐら」の一等米比率は高水準の９７パーセントとなりま

した。今後も、より一層の品質向上を目指し、県はじめ関係機関と連携強化を図り、良質米作りを推

進してまいりたいと考えております。 

　町政については、７０歳以上の高齢者や、障がいをお持ちの方などの町民バス無償化、コロナ禍で

苦しんでいる町民の皆さまを支援するためのプレミアム商品券発行事業や、全町民を対象とした町民

生活応援券発行事業、町事業者への事業復活支援金事業、また、短期間でありますが、小・中学校の

児童・生徒の学校給食費の無償化事業を実施いたしました。また、ソフト事業以外の、橋梁関係では、

昨年度に引き続き、雷電橋の補修工事、水道事業では、狩場沢地区の水道管の耐震化工事、下水道事

業では、東滝地区及び小湊地区の整備を進め、さらには、漁港整備について、白砂漁港の越波対策工

事を継続して実施中であります。これも偏に議員各位の御理解と御支援の賜物と深く感謝と御礼を申

し上げるところであります。 

　我が国の経済状況を見ますと、コロナ禍からの社会経済活動の正常化が進みつつある中、緩やかな

持ち直しが続いています。その一方で、ロシアによるウクライナ侵攻を背景とした国際的な原材料価

格の上昇や円安の影響等によるエネルギー・食料価格の高騰、欧米各国の金融引締めによる世界的な

景気後退懸念など、我が国経済を取り巻く環境は厳しさが増している状況であります。 

　また、国の動向としましては、「経済財政運営と改革の基本方針２０２２」（骨太の方針）において、

世界を一変させた新型コロナウイルス感染症、国際秩序の根幹を揺るがすロシアのウクライナ侵攻、

気候変動問題など、我が国を取り巻く環境に地殻変動と言うべき構造変化が生じているとともに、国

内においては、輸入資源価格の高騰、人口減少・少子高齢化、災害の頻発化・激甚化など、国内外の

難局が同時かつ複合的に押し寄せているとしております。 

　こうした状況の下、まずは、緊急対策を講じることにより経済の腰折れを防ぎ、コロナ禍からの経

済社会活動の回復を確かなものとした上で、多様な働き方の推進など「人への投資」、脱炭素に向けた

「グリーントランスフォーメーション（ＧＸ）への投資」、行政のデジタル化の推進など「デジタルト

ランスフォーメーション（ＤＸ）への投資」などに取り組むことにより、「成長と分配の好循環」を早

期に実現することとしております。 

　また、先の１月の、岸田首相の施政方針演説では、「我々が直面する、様々な先送りできない課題に、

正面から愚直に向き合い、一つ一つ答えを出していく」として、その中でも、子ども・子育てについ

ては、最重要課題と位置づけ、「社会機能を維持できるかどうか瀬戸際と呼ぶべき状況であり、従来と

は次元の異なる少子化対策を実現したい」と力強く表明しております。 

　このような状況を踏まえ、令和５年度の予算編成に当たりましては、町の未来を担う、子どもたち

に向けての政策を、喫緊の課題と捉え、小・中学校の児童・生徒への給食費の完全無償化を実施、そ

の他の事業に当たっては、政策の優先順位を洗い直すとともに、無駄を徹底して排除しつつ、経営的

視点を持ち、事業の最適化を図った予算編成といたしました。 

　さて、今定例会には、令和５年度における各会計の当初予算案をはじめ、令和４年度の各会計の補

正予算案及び条例の改正案等合わせて３４件を提案しておりますので、その概要について御説明申し

上げ議案審議の御参考に供したいと存じます。 

　まず、「議案第１号　令和５年度平内町一般会計予算案」でありますが、歳入歳出ともに７０億円
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となり、前年度当初予算に比し６億８千万円（約４．５パーセント）減額となりました。 

　また、町税、地方交付税等は増額計上いたしましたが、不確定要素が多く過大な計上を抑制したこ

と、電気料ほか、物価高騰による経常経費が増大し、多額の一般財源を要することにより、財源が不

足する厳しい予算編成となりました。 

　予算の歳出から申し上げますと、まず、職員等の人件費、扶助費、公債費等義務的費用のほか、実

施する主な事業費用等について各款ごとに御説明いたします。 

　１款議会費では、議員の報酬及び研修等議会活動に要する費用等６，２０６万円を計上。 

　２款総務費では、庁用諸費、平内町役場庁舎整備事業費、防災行政用無線設備新設事業費、稲生地

区避難所整備事業、空き家対策事業費、生活路線バス運行委託料、電算管理費、定住促進新築住宅及

び家賃補助事業費、税の賦課徴収費、戸籍住民関係費、選挙費等合わせて１１億３，４０６万５千円

を計上。 

　３款民生費では、町民バス高齢者等無償化事業費、町社会福祉協議会運営費、重度心身障害者医療 

費及び障害者介護・訓練等給付費、ひとり親家庭等医療給付費、保育所等施設型給付費、地域子ど  

も・子育て支援事業委託費、児童手当事業費等合わせて１０億９，４０３万５千円を計上。 

　４款衛生費では、町民の健康増進と疾病予防管理等の徹底を図るための各種検診・乳幼児健診等及

び予防に要する経費、乳幼児・子ども医療給付費、斎場つきのき聖苑の管理運営費、じん芥処理費、

一般廃棄物処理費、外の沢埋立地維持管理費等合わせて５億４，１５４万２千円を計上。 

　５款労働費では、勤労青少年ホームの管理運営費等１，５７４万７千円を計上。 

　６款農林水産業費では、農業団体等活動助成事業費、農業用道水路補修事業費、機構集積協力金等 

交付事業費、多面的機能支払交付金事業費、林道整備事業費、森林経営管理事業費、漁港建設事業

費、ホタテガイ母貝確保緊急対策事業費補助金、ホタテ養殖の残渣等を処理するための廃棄物処理施

設管理運営費、山村開発センター施設費等合わせて４億４，６１６万１千円を計上。 

　７款商工費では、ひらないまるごとグルメ館総務事務費、ビジネス交流拠点構築事業費、地域活性

化住宅リフォーム支援事業費、町商工業者に対する事業活性化資金・小口資金特別保証預託金、夏泊

公園観光施設等に係る維持管理費、夜越山森林公園、花き温室等に係る維持管理運営費、平内いきい

き健康館に係る指定管理費等合わせて１億９，７４２万５千円を計上。 

　８款土木費では、急傾斜地整備事業費、道路新設改良事業費及び道路維持事業費、小湊港の港湾改

良事業費、水害地帯環境整備事業費、白砂橋・間木橋地質調査及び小豆沢橋補修工事費、除排雪委託

費、除雪機械購入費、公・町営住宅管理費等合わせて４億１，７３１万６千円を計上。 

９款消防費では、青森地域広域事務組合に対する負担金等常備消防費ほか、平内町消防庁舎管理

費、非常備消防費等合わせて３億８，３７５万１千円を計上。 

　１０款教育費では、児童生徒の各種検診事業費、スクールバス運行委託費ほか、学校給食センター

管理運営費、学校教育充実事業費、小・中学校の教育振興事業費、学校・家庭・地域連携協力推進事

業費、体育施設費、公民館活動及び各種スポーツ振興費等合わせて５億６，３７８万４千円を計上。 

　１１款災害復旧費では、事務費用及び消耗資材費用１４万５千円を計上。 

　１２款公債費では、各種事業実施に係る地方債の元利償還金等６億５，０２１万２千円を計上。 

　１３款諸支出金では、平内中央病院事業会計等、各特別会計への繰出金等合わせて１４億９，２７

５万７千円を計上。 

　１４款予備費では、昨年同額の１００万円を計上いたしました。 

　一方、これらに対する歳入の主なものといたしまして、自主財源の根幹である町税においては、前
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年度当初予算に比し１，０００万円強の増額といたしました。 

　地方交付税では、国の地方財政計画をもとに町の見込額を計上。国庫・県支出金では、保育所等施

設型給付費負担金を始めとしたそれぞれの事務・事業に対する負担金、補助金及び委託金を計上。町

債では、それぞれの事業別、目的別の見込額を算出計上し、なお不足する一般財源につきましては、

財政調整基金及び公共施設等整備基金を繰入し、歳入歳出同額といたしました。 

　次に、「議案第２号　令和５年度平内町国民健康保険特別会計予算案」でありますが、歳入歳出とも

に１９億１，０２１万６千円となり、前年度当初予算に比し４，００５万４千円（約２．１パーセン

ト）の減額となりました。 

　予算の概要について歳出では、職員の人件費及び運営協議会費のほか、被保険者に係る保険給付費、

県へ納付する事業費納付金及び特定健診・特定保健指導を実施するための保健事業費等に所要額を計

上いたしました。 

　一方、歳入では、国民健康保険税のほか、医療給付などに対して交付される県支出金及び一般会計

からの繰入金等を計上いたしました。 

　次に、「議案第３号　令和５年度平内町国民健康保険平内中央病院事業会計予算案」でありますが、

収益的収入及び支出における収入の予定額は、医業収益で１０億７，６００万２千円、医業外収益で

３億３，６１９万６千円、介護サービス事業収益で４，０８８万９千円を見込み、病院事業収益を前

年度当初に比べ２，７９４万２千円増の１４億５，３０８万７千円といたしました。 

　一方、支出については、医業費用を１５億２，４９４万２千円、医業外費用を１，７６６万４千円、

介護サービス事業費用を１４万３千円とし、病院事業費用を前年度当初に比べ３，１２４万４千円増

の１５億４，２７４万９千円といたしました。 

　これにより令和５年度の収益から費用を差し引いた純損失は、８，９６６万２千円になる見込みと

なりました。 

　次に、資本的収入及び支出における収入では、企業債を１億５，５９０万円、一般会計負担金を２

億３，６２５万８千円計上いたしました。 

　一方、支出では、建設改良費を１億５，７６９万円、企業債償還金を２億３，１４６万８千円、医

療職就学資金貸付金を３００万円計上し、収入支出ともに３億９，２１５万８千円の同額といたしま

した。 

　なお、一般会計からの繰入金は、収益的収入と資本的収入を合わせて５億１２８万円計上いたしま

した。 

　次に、「議案第４号　令和５年度平内町水道事業会計予算案」でありますが、収益的収入の基礎であ

ります業務の予定量については、水道給水戸数４，３６５戸、年間給水量１０５万５５２立方メート

ルであり、これによる水道営業収益は２億７，３９７万３千円を見込みました。営業外収益では、一

般会計からの繰入金、長期前受金戻入等で２，９５１万８千円となり、事業収益合計３億３４９万１

千円といたしました。これらに対する収益的支出の水道営業費用は、２億３，３９４万６千円となり、

営業外費用３，０８８万６千円と合わせ水道事業費用合計を２億６，４８３万２千円といたしました。

これに消費税の精算等で、実質収支は３，８６５万９千円の純利益を見込んでおります。 

　次に、資本的収入及び支出については、収入で重要給水施設配水管布設事業等に係る企業債、国庫

補助金及び負担金を見込み、収入合計で１億８１９万３千円を計上、支出では、重要給水施設配水管

布設事業等に係る建設改良費として１億３，０２３万７千円、企業債償還金と合わせ支出合計を２億

５，８２０万１千円といたしました。 
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　なお、資本的収入が支出に対して不足する額１億５，０００万８千円は、現年度分損益勘定留保資

金及び建設改良積立金で補てんすることといたしました。 

　次に、「議案第５号　令和５年度平内町特殊索道事業特別会計予算案」でありますが、歳入歳出とも

に２，４２５万３千円となり、前年度当初予算に比し８万８千円（約０．４パーセント）の減額とな

りました。主な歳出については、指定管理料と索道施設の管理運営に必要な最小限の諸費用を計上し、

歳入では、一般会計からの繰入金をもって措置することといたしました。 

　次に、「議案第６号　令和５年度平内町農業集落排水事業特別会計予算案」でありますが、歳出では、

職員人件費のほか処理施設及び合併処理浄化槽維持管理委託料、機械修繕費、施設改修工事、消費税、

地方債の元利償還金等を計上いたしました。歳入では、使用料及び手数料、国庫支出金等のほか、町

債として農業集落排水事業債、浄化槽市町村整備推進事業債、資本費平準化債をそれぞれ見込み、歳

出との不足分については、一般会計からの繰入金をもって措置することといたしました。 

　これにより、歳入歳出予算の総額は、それぞれ１億９，２４８万１千円となり、前年度当初予算に

比し３，４８３万７千円（約２２.１パーセント）の増額となりました。 

　次に、「議案第７号　令和５年度平内町漁業集落環境整備事業特別会計予算案」でありますが、歳出

では、職員人件費のほか処理施設維持管理委託料、機械修繕費、漁集排施設機能保全工事費、地方債

の元利償還金等を計上いたしました。歳入では、使用料及び手数料、県支出金等のほか、町債として

漁業集落排水事業債及び資本費平準化債をそれぞれ見込み、歳出との不足分については、一般会計か

らの繰入金をもって措置することといたしました。 

　これにより、歳入歳出予算の総額は、それぞれ１億１，７３７万５千円となり、前年度当初予算に

比し３，７３３万円（約３．２パーセント）の増額となりました。 

　次に、「議案第８号　令和５年度平内町公共下水道事業特別会計予算案」でありますが、本事業は、

平成１８年４月に小湊地区を中心に一部供用を開始し、現在の加入状況は、普及世帯１，９９４に対

し、８６６世帯が接続しており、供用開始地区の接続率は４３．４３パーセントになっております。

未普及地域が残っている状況でもありますので、本年度においても管渠工事を実施し、普及世帯の拡

大並びに接続率向上を図るものであります。 

　予算の概要について歳出では、職員人件費のほか、処理場の維持管理費、建設事業に伴う各委託料

及び公営企業会計移行業務委託費、管渠工事費、地方債に係る元利償還金等を計上いたしました。歳

入では、使用料及び手数料、県支出金等のほか、町債として公共下水道事業債、資本費平準化債をそ

れぞれ見込み、歳出との不足分については、一般会計からの繰入金をもって措置することにいたしま

した。 

　これにより、歳入歳出予算の総額はそれぞれ３億７，４０２万８千円となり、前年度当初予算に比

し１億４８７万８千円（約２１．９パーセント）の減額となりました。 

　次に、議案第９号「令和５年度平内町介護保険特別会計予算案」でありますが、歳入歳出ともに１

４億１，２１４万３千円となり、前年度当初予算に比し１，０３９万４千円（約０．７パーセント）

の減額となりました。 

　予算の概要について歳出では、職員の人件費のほか、介護サービス等諸費及び介護予防サービス等

諸費に係る保険給付費及び地域支援事業費等を計上いたしました。歳入では、介護保険料のほか、保

険給付費等に係る国庫支出金、支払基金交付金、県支出金及び一般会計からの繰入金を計上いたしま

した。 

　次に、「議案第１０号　令和５年度平内町後期高齢者医療特別会計予算案」でありますが、歳入歳出
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ともに３億４，１７８万円となり、前年度当初予算に比し１，２０１万３千円（約３．６パーセント）

の増額となりました。 

　予算の概要について歳出では、広域連合への負担金等を計上し、歳入では、後期高齢者医療保険料

のほか一般会計からの繰入金等をもって措置いたしました。 

　次に、「報告第２号　専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて〔令和４年度平内町一

般会計補正予算〕」でありますが、国の第２次補正予算が令和４年１２月２日付で成立したことに伴い、

橋梁補修工事事業における国庫補助金の増額交付が決定されたことにより、早急に予算措置を講ずる

必要が生じたことから、地方自治法の規定により、令和４年１２月１２日付で１，０１０万円の増額

を専決処分したものです。その結果、予算の総額は歳入歳出ともに８０億８，２０６万７千円となり

ました。所要歳出の財源調整として、関連した収入見込額を増額し、なお不足する一般財源につきま

しては地方交付税を増額し、歳入歳出同額といたしました。 

　次に、「報告第５号　専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて〔令和４年度平内町一

般会計補正予算〕」でありますが、国の第２次補正予算成立による出産・子育て応援交付金が創設され

たこと、平内中学校整備事業において、工事の予算に不足が見込まれること、ふるさと納税の増額に

よる、返礼品等支出予算に不足が見込まれることにより、早急に予算措置を講ずる必要が生じ、地方

自治法の規定により、令和５年１月１８日付で２，０３８万６千円の増額を専決処分したものです。

その結果、予算の総額は歳入歳出ともに８１億２４５万３千円となりました。所要歳出の財源調整と

して、関連した国県補助金や寄付金等収入見込額を増額し、なお不足する一般財源につきましては地

方交付税を増額し、歳入歳出同額といたしました。 

　次に、「報告第６号　専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて〔令和４年度平内町一

般会計補正予算〕」でありますが、降雪量の増加に伴い除排雪委託料において予算不足が見込まれるこ

とから、早急に予算措置を講ずる必要が生じ、地方自治法の規定により、令和５年１月３１日付で６，

０００万円の増額を専決処分したものです。その結果、予算の総額は歳入歳出ともに８１億６，２４

５万３千円となりました。所要歳出の財源調整として、地方交付税を増額し、歳入歳出同額といたし

ました。 

　次に、「議案第１１号　令和４年度平内町一般会計補正予算案」でありますが、今回の補正は、全体

的には各事業費の実績見込みや確定等に係る費用を計上し、歳入歳出ともに３，０８４万１千円を減

額し、補正後の予算総額を歳入歳出ともに８１億３，１６１万２千円といたしました。 

　補正の主なものとして歳出の増額では、役場庁舎建設に係る、コンサルティング業務委託料、自立

支援給付費、農業委員会費、ほたて貝養殖業構造改善緊急特別対策費補助金、廃棄物処理施設管理運

営事業費、平内中学校用備品費、学校給食センター維持管理事業費等計上いたしました。 

　また、歳出の減額では、児童手当事業費、保育所等入所措置事業費、じん芥処理費、道路維持費及

び橋梁維持費等、事業実績による減額が生じました。 

　これら歳出に対する財源調整として、歳出に関連したそれぞれの収入見込額の増減と町税及び地方

消費税交付金及び地方交付税を増額したほか、青森地域広域事務組合振興基金返還金及びその他歳入

超過分につきましては、財政調整基金において積立てや、基金繰入金の減額により財源調整し、歳入

歳出同額といたしました。 

　一方、マイナンバー制度導入に係るシステム整備について、従来のサーバー作業に加えて、生体認

証等機器の設置作業が必要となったことから、年度内の事業完了が困難であるため、繰越明許費の設

定が必要となりました。 
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　次に、「議案第１２号　令和４年度平内町国民健康保険特別会計補正予算案」でありますが、今回の

補正は、歳入歳出ともに１，３１８万９千円を増額し、予算総額を歳入歳出ともに２０億３，５０９

万８千円といたしました。 

　補正の内容について歳出では、総務費を減額し、保険給付費、諸支出金等を増額いたしました。歳

入では、県支出金、繰入金等を増額し、国民健康保険税を減額して、歳入歳出同額といたしました。 

　次に、議案第１３号「令和４年度平内町国民健康保険平内中央病院事業会計補正予算案」でありま

すが、収益的収入及び支出のうち収入では、医業収益を２，２７８万５千円、医業外収益を９，４９

４万８千円それぞれ増額いたしました。これにより、病院事業収益は１５億７，９４３万３千円とな

りました。 

　一方、支出につきましては、医業費用を４，５２４万８千円、医業外費用を１５６万４千円それぞ

れ増額いたしました。これにより、病院事業費用は１５億６，４０７万１千円といたしました。 

　また、資本的収入及び支出につきましては、収入では企業債を６５０万円、一般会計負担金を８，

３２９万１千円、一般会計補助金を１万８千円それぞれ減額いたしました。これにより、資本的収入

は１億８，１４２万１千円となりました。 

　一方、支出では、建設改良費のうち建物設備整備費を１６５万円、医療機器及び器具購入費を４５

３万２千円それぞれ減額し、資本的支出を２億６，５０４万８千円といたしました。なお、資本的支

出に対して不足する額８，３６２万７千円は、過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益勘定留保資

金並びに当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補てんすることといたしました。 

　次に、「議案第１４号　令和４年度平内町水道事業会計補正予算案」でありますが、今回の補正は、

収益的収入及び支出の収入では、水道営業外収益の他会計補助金を１７０万円減額、一般会計補助金

の営業外収益を１千円増額し、収益的収入総額を３億７０４万８千円といたしました。 

　また、資本的収入及び支出の収入では、企業債を３２０万円減額、補助金を２２０万１千円増額、

負担金を３９万６千円増額し、資本的収入総額を１億２８５万３千円とし、支出では、建設改良費を 

１，２１１万３千円減額し、資本的支出総額を２億４，３０９万９千円といたしました。 

　これにより、資本的支出に対して不足する額１億４，０２４万６千円は、現年度分損益勘定留保資

金及び建設改良積立金で補てんすることといたしました。 

　次に、「議案第１５号　令和４年度平内町農業集落排水事業特別会計補正予算案」でありますが、今

回の補正は、歳入歳出予算ともに４２８万４千円を減額し、予算の総額を歳入歳出ともに１億５，５

７８万７千円といたしました。 

　補正の内容について歳出では、宅内汚水桝設置工事、浄化槽設置工事等を減額し、電気料、集排処

理施設管理委託料を増額しいたしました。歳入では、浄化槽設備修繕分担金、浄化槽使用料等を増額

し、農業集落排水使用料、農業集落排水事業債、浄化槽市町村整備推進事業債等ほか一般会計繰入金

を減額して、歳入歳出同額といたしました。 

　次に、「議案第１６号　令和４年度平内町漁業集落環境整備事業特別会計補正予算案」でありますが、

今回の補正は、歳入歳出ともに３６５万７千円を減額し、予算総額を歳入歳出ともに１億１,７０４万

５千円といたしました。 

　補正の内容について歳出では、宅内汚水桝設置工事費、漁集排施設機能保全工事等を減額し、漁集

排施設機能保全業務委託料を増額いたしました。歳入では、使用料、排水設備検査手数料、一般会計

繰入金を減額し、歳入歳出同額といたしました。 

　次に、議案第１７号「令和４年度平内町公共下水道事業特別会計補正予算案」でありますが、今回
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の補正は、歳入歳出予算ともに２，２００万円を減額し、予算の総額を歳入歳出ともに４億６，０４

７万４千円といたしました。 

　補正の内容について歳出では、委託料等のほか、管渠工事の単独事業費の確定に伴い建設事業費を

減額いたしました。歳入では、使用料を増額し、一般会計繰入金及び公共下水道事業債を減額して、

歳入歳出同額といたしました。 

　次に、「議案第１８号　令和４年度平内町介護保険特別会計補正予算案」でありますが、今回の補正

は、歳入歳出ともに１，４５７万７千円を増額し、予算総額を歳入歳出ともに１４億７，４９３万４

千円といたしました。 

　補正の内容について歳出では、総務費及び保険給付費を増額し、基金積立金を減額いたしました。

歳入では、国庫支出金、支払基金交付金、県支出金、財産収入及び繰入金を増額し、歳入歳出同額と

いたしました。 

　次に、「議案第１９号　令和４年度平内町後期高齢者医療特別会計補正予算案」でありますが、今回

の補正は、歳入歳出ともに２５４万１千円を増額し、予算総額を歳入歳出ともに３億３，４４６万１

千円といたしました。 

　補正の内容について歳出では、広域連合負担金を増額いたしました。歳入では、後期高齢者医療保

険料を増額し、一般会計からの繰入金を減額して、歳入歳出同額といたしました。 

　次に、「議案第２０号　平内町個人情報の保護に関する条例案」、議案第２１号「平内町情報公開・

個人情報保護審査会条例案」及び議案第２２号「平内町情報公開条例の一部を改正する条例案」につ

きましては、関連がありますので、一括で御説明いたします。いずれの議案も、デジタル社会の形成

を図るための関係法律の整備に関する法律による改正後の個人情報保護法において、地方公共団体の

個人情報保護制度について全国的なルールが規定され、地方公共団体における個人情報保護制度の根

拠が、条例から改正後の個人情報保護法の規定が直接適用されることに伴い、これまでの「平内町個

人情報保護条例」を廃止し、新たに、「平内町個人情報の保護に関する条例」及び「平内町情報公開・

個人情報保護審査会条例」を制定、また、「平内町情報公開条例の一部を改正する条例」については、

必要な整備をするため一部を改正するものであります。 

　次に、「議案第２３号　平内町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案」でありますが、青

森県人事委員会の勧告を踏まえ、技能職の給料表を改正する必要があることから、本条例の一部を改

正するものであります。 

　次に、「議案第２４号　平内町国民健康保険条例の一部を改正する条例案」でありますが、健康保険

法施行令等の一部を改正する政令が令和５年２月１日に公布され、令和５年４月１日から施行される

ことから、本条例の一部を改正するものであります。 

　次に、「議案第２５号　平内町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例案」及び「議案第２６号　平内町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例案」につきましては、関連がありますので、一括で御説明いたし

ます。昨年９月、静岡県牧之原市において、認定こども園の送迎バスに置き去りにされた園児が亡く

なるという事案が発生しました。この事案を受け、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準及

び放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準において、児童の安全確保に関する計画の策

定及びバス送迎に当たっての安全管理の徹底に係る規定を加える改正が行われたことに伴い、本条例

の一部を改正するものであります。 

　次に、「議案第２７号　平内町道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例案」でありますが、国で

- 31 -



は地価水準の変動により固定資産税評価額の格差が生じていることから、最新の評価額を踏まえた道

路占用料に改正を行うこととしており、これに伴い当町においても、国の単価に準じて道路占用料を

改正するものであります。 

　次に、「議案第２８号　平内町病院事業会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条

例案」でありますが、会計年度任用職員のうち、パートタイムで勤務する者の給与の計算期間につい

て、令和５年４月１日より正職員と取り扱いを統一することにより、給与支給事務を効率化いたした

く、改正するものであります。 

　次に、「議案第２９号　漁港整備事業工事分担金賦課徴収について」でありますが、漁港工事に際し、

受益者から分担金を徴収するものであり、現在事業を実施しております白砂漁港、稲生漁港分につい

て、条例及び平内町漁業協同組合との取り決めに基づき、町負担分の２０分の１の額について賦課徴

収を行うために提案するものであります。 

　次に、「議案第３０号　港湾整備事業工事分担金賦課徴収について」でありますが、港湾工事に際し、

受益者から分担金を徴収するものであり、現在事業を実施しております小湊港間木地区分について、

条例及び平内町漁業協同組合との取り決めに基づき、町負担分の２０分の１の額について賦課徴収を

行うために提案するものであります。 

　次に、「議案第３１号　青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び青森県市

町村総合事務組合の規約の変更について」でありますが、同組合の構成団体として八戸市を加入させ

ること及び共同処理する事務のうち市町村税等の滞納整理に関する事務に、八戸市及び十和田市を加

えることから、青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び青森県市町村総合

事務組合の規約の変更について、地方自治法第２８６条第１項及び同法第２９０条の規定により協議

する必要が生じたことから提案するものであります。 

　以上、提出議案の概要について御説明いたしましたが、議事の進行に伴い、御質問に応じ、更に詳

しく御説明申し上げますので、何卒慎重御審議のうえ原案どおり御承認、御議決を賜りますよう、よ

ろしくお願い申し上げます。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
議　長（船橋健人君）以上で、本日の日程は終了いたしました。 
　３月６日は、午前１０時から会議を開きます。 
　本日はこれにて散会します。どうもご苦労様でした。 
　 

　（午前１０時５５分　散　会）　 
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令和５年第１回平内町議会定例会会議録（第２号） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年３月６日 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
本日の会議に付した事件　 

　日程第１、一般質問　　　 
　日程第２、質　　疑　　　 
　日程第３、予算特別委員会設置　　　 
　日程第４、議案付託　  
  日程第５、陳情付託　  
──────────────────────────────────────────── 
出席議員　１０名 

　議　長　船　橋　健　人君　　副議長　木　村　良　一君　　２　番　田　中　　　大君　 
　３　番　小笠原　智鶴子君　　４　番　亀　田　弘　徳君　　５　番　田　中　茂　勝君　 
　６　番　太　田　満　則君　　８　番　倉　内　清　一君　　９　番　佐々木　德　正君 
　１０番　田　中　光　弘君 
──────────────────────────────────────────── 
欠席議員　なし 

──────────────────────────────────────────── 
地方自治法第１２１条による出席者職氏名 

町　　　　　長　船　橋　茂　久君　　　副　　町　　長　山　田　光　昭君 

　総務課長・選挙管理委員会事務局長　倉　内　　　仁君　　　総務課指導監　工　藤　英　仁君 
　企画政策課長　田　中　正　美君　　　税 務 課 長　渡　邊　仁　志君 

　町 民 課 長　工　藤　隆之進君　　　福祉介護課長　塩　越　信　子君 
　福祉介護課指導監　竹　達　暁　教君　　　健康増進課長　松　山　秀　子君 
　健 康 増 進 課 指 導 監　大　水　　　要君　　　農政課長・農業委員会事務局長　飯　田　千代志君 
　水産商工観光課長　畑　井　幸　治君　　　地域整備課長　佐々木　隆　志君 
　地域整備課上下水道管理室長　近　藤　　　吏君　　　会 計 管 理 者　飯　田　剛　志君 
　平内中央病院事務局長　小　形　正　樹君　　　消防監消防署長　木　村　秀　人君 
　教 育 長　渡　辺　伸　一君　　　学校教育課長　須　藤　鉄　博君 
生涯学習課長　船　橋　英　樹君　　　代表監査委員　加　藤　隆　弘君 

──────────────────────────────────────────── 
事務局出席者職氏名 

議会事務局長　佐々木　一　成　　　事務局長補佐　片　山　潤　一 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
振鈴（午前１０時００分　開　議） 

議　長（船橋健人君）皆さん、おはようございます。 
　ただいまから本日の会議を開きます。 
　出席議員が１０人でありますので、会議は成立します。 
　本日の会議は、議事日程表第２号により進めます。 
───────────────────── ◇ ───────────────────── 
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　　　日程第１　一般質問 
議　長（船橋健人君）日程第１、一般質問を行います。 
　通告に基づき、２番田中　大君の登壇を許します。（「議長、２番」の声あり）はい、２番田中　大

君。 
２　番（田中　大君）皆さん、おはようございます。 
　すっかり春めいてきた今日この頃ですが、いよいよ１１日の土曜日には管内３中学校最後の卒業証

書授与式が挙行されます。３校はともに７０余年の歴史を積み重ね、これまで数々の伝統と栄光の歴

史を刻んでまいりました。卒業する生徒の皆さんには各校の伝統、歴史、校訓を胸に抱いて、それぞ

れの夢に向かって羽ばたいてほしいと願っております。 
　また、４月には平内中学校が開校となりますが、在校生や新入生の皆さんには新しい環境の下、新

しい友達と協力し合いながらも、互いに切磋琢磨して、自分たちの手で平内中学校の歴史と伝統を築

き上げてくださいますことを期待しております。 
　さて、燃料費や物価の高騰、ロシアのウクライナ侵攻など、暗い話題が多い中、６月からは新しい

県政がスタートします。新たな県のかじ取り役には、県民が安心して暮らせるような政策の立案、実

行を期待しまして、一般質問に入ります。 
　「電気料金高騰対策について」と題しまして、原油価格の高騰や急激な円安進行などを受けて電気

料金の値上げが顕著となってきており、さらには２月の食料品など５，０００品目を超える値上げで、

自治体、事業者、家庭のお財布を圧迫しておりますが、東北電力から４月より３０パーセント以上の

電気料金値上げのお知らせが届き、驚いているところであります。仮にこれまで年間の電気料金が１

２万円と仮定した場合、実に年間で３万６，０００円以上の負担増となります。オール電化住宅にお

いては、実質、負担額は年額で十数万円、住宅の規模によっては数十万円の負担増も見込まれます。 
　こうした中、全国の自治体に目を向けてみますと、住宅用ＬＥＤ照明器具購入費等に対して補助を

行っている自治体が見受けられます。埼玉県坂戸市の住宅用ＬＥＤ照明器具購入等補助制度、和歌山

県御坊市の住宅用ＬＥＤ電球等購入費補助などが参考になります。 
　このうち、坂戸市ではＬＥＤ照明器具購入費を１台当たり２分の１以内、上限額１台５，０００円、

ＬＥＤ照明器具改修工事費用１台当たり２分の１以内、上限額１台７，０００円となっております。

また、いずれも市内の電気店で購入か、市内の電気工事店等で購入または交換工事という条件となっ

ております。 
　２０１５年施行の水銀による環境の汚染の防止に関する法律では、２０２１年１月以降、水銀を使

用した製品のうち、基準を超えるものは規制の対象となり、製造できなくなりました。実は蛍光灯に

も水銀が使われており、蛍光灯器具と蛍光灯でも水銀の使用量が基準を上回る場合は規制の対象とな

りました。２０３０年までに全ての照明器具をＬＥＤ照明にするという国の目標も影響し、２０１７

年頃から各メーカーが自主的に蛍光灯器具の生産を終了しています。中には蛍光灯の製造をやめるメ

ーカーもあり、蛍光灯が入手困難となる日がやってくるかもしれません。 
　さて、ＬＥＤ照明は発光ダイオードを使用した照明器具であり、２１世紀の明かりとして登場しま

した。このＬＥＤ照明器具は、低消費電力、そしてまた長寿命といった特徴を持っている照明器具で

あることは皆さんもご存じのことでしょう。ＬＥＤの消費電力は白熱電球の約２０パーセント、蛍光

灯の約３０パーセントと言われております。寿命も、白熱電球は約１，０００から２，０００時間、

蛍光灯は約６，０００から１万２，０００時間であるのに対し、ＬＥＤの光源寿命は約４万から６万

時間となります。仮に４万時間のＬＥＤを１日１０時間点灯、年間３，０００時間点灯したと仮定し
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た場合、１０年間は寿命がもつということになり、白熱電球の数十倍、蛍光灯の数倍も寿命が長いと

いうことになります。 
　ＬＥＤの最大のメリットは、低消費電力により約３４パーセントの省エネ効果が見込まれることで

す。長寿命で電力消費量の少ないＬＥＤ照明は、従来の照明に比し、大幅なコスト削減が可能になり

ます。イニシャルコストはかかりますが、ランニングコストが低いため、比較的短時間で費用を回収

することが可能です。また、ＬＥＤ化によりＣＯ２の排出量削減にもつながります。 
　町内の電気関連工事業者にお話を伺ったところ、既存住宅のＬＥＤ化改修工事は件数が右肩上がり

に増えているとのことでした。また、店舗照明のＬＥＤ化改修工事を行った事業者は、毎月の電気料

金が大幅に減額になったと言っておりました。 
　しかしながら、ＬＥＤにもデメリットはあります。イニシャルコスト、初期費用が高いという点で

す。最近では改良や価格競争が進んだことでＬＥＤの価格も下がってきておりますが、従来の照明器

具に比べ、ＬＥＤ照明自体の価格は高めに設定されていることから、一気にＬＥＤに交換する場合は

初期費用が負担となります。 
　ＬＥＤ化によるメリットとデメリットを比較した場合、明らかにメリットのほうが上回っていると

考えられますので、電気料金高騰対策に加え、ＣＯ２削減にもつながるため、我が平内町でも埼玉県坂

戸市や和歌山県御坊市の補助制度を参考に町独自の補助制度を創設すべきと考えます。 
　補助対象は、事業所、住宅、集合住宅が想定されますが、以前の田中茂勝議員の質問に対する答弁

にもありましたとおり、新庁舎は別にして、町の公共施設や学校のＬＥＤ化もあまり進んでいないと

のことでありました。ＬＥＤ化促進については、町が率先して取り組むことで一般家庭のＬＥＤ化に

広がっていくものと考えられます。 
　そこで、ＬＥＤ化に向けた町民に対する補助制度の創設と町公共施設のＬＥＤ化の見込みについて、

町の考えをお伺いします。以上で壇上からの質問を終わります。（「はい、議長」の声あり） 
議　長（船橋健人君）はい、町長。 
町　長（船橋茂久君）皆さん、おはようございます。 
　それでは、田中　大議員のご質問にお答えいたします。 
　「電気料金高騰対策について」でありますが、初めに「町公共施設のＬＥＤ化の見込み」につきま

しては、さきの令和４年１２月議会においてもご説明いたしましたが、近年において新設した平内消

防署や大島のトイレであるオーシャンビュー夏泊崎などにつきましては、当初よりＬＥＤ照明を設置

しております。また、既存施設につきましては、ほたて広場は全面ＬＥＤ化済みであり、全面ではあ

りませんが、平内中央病院は照明の多くをＬＥＤ化、役場庁舎においてもＬＥＤと同様に省エネ効果

の高い照明であるＥ-ＣＯＯＬを事務室に設置しております。さらに、加えて、令和５年度では町立体

育館のＬＥＤ化実施のための工事費用として約３，０００万円を当初予算に計上したところでありま

す。 
　このように、町公共施設の全面ＬＥＤ化につきましては、各施設において異なりますが、ＬＥＤ化

に係る初期費用が高額になるケースも見られることから、町公共施設においてＬＥＤ化未実施または

一部のみの実施と、全面実施が多くの施設でできていないのが現状であります。 
　いずれにしましても、既存照明である水銀燈や蛍光灯については、各メーカーとも製造中止や生産

縮小など、いずれは入手できなくなっていくことから、ＬＥＤなど省エネ効果の高い照明への移行も

今後計画的に進めていく所存であります。 
　次に、「町民へのＬＥＤ化補助制度の創設」につきましては、ロシアのウクライナ侵攻や円安による
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燃料価格の高騰が電力業界に打撃を与え、電気料金の値上げとなり、オール電化の住宅は冬の暖房費

等で月１０万円を超える電気料金の請求など、報道され、認識しているところであります。 
　また、役場庁舎等、町の公共施設においても、前年同月比で約３割を超える電気料金請求があり、

厳しい財政運営を強いられているところであります。さらに、令和５年４月以降にも、電力会社より

再度電気料金の値上げの通知も届いていることから、現在の町の財政状況においては、町民へのＬＥ

Ｄ化の補助制度の創設につきましては大変難しいものと考えているところであります。町民の方へは、

住宅をリフォームする際に住宅全体のＬＥＤ化は難しいといたしましても、頻繁に利用する居間や台

所などの照明器具のＬＥＤ化については、既に事業予算化されている「平内町地域活性化住宅リフォ

ーム支援事業補助金制度」の活用をお願いしたいと考えております。以上であります。（「はい、議長」

の声あり） 
議　長（船橋健人君）はい、２番田中　大君。 
２　番（田中　大君）私の今回の一般質問は、ＬＥＤ化をメインとした質問でありました。オール電

化住宅に住んでいる方からもお話を聞く機会がございました。蓄熱暖房機は電気代がかかるから、思

い切って省エネ寒冷地用エアコンに替えた、昨年同月比で電気代が数万円安くなったとの声をいただ

きました。 
　電気料金高騰対策として、ＬＥＤのみならず、省エネに資する家電等購入や入替えへの補助も視野

に入れて検討くださいますようお願いいたしまして、質問を終わります。 
議　長（船橋健人君）２番田中　大君の一般質問を打ち切ります。 
　続いて、１０番田中光弘君の登壇を許します。（「はい」の声あり）１０番田中光弘君。 
１０番（田中光弘君）おはようございます。通告の順に従いまして、一般質問を行います。 
　第１点目は、「ホタテ養殖経営体について」であります。 
　町の基幹産業であるホタテ養殖業。ホタテは、生産物の中でも輸入体制の農産物と比べ、生産量の

５割が輸出していることは貴重な産物である証拠であり、見通しが明るい産業と言えます。しかしな

がら、漁協組合の将来の経営体を見据えた際には、安堵できない状況ではないでしょうか。 
　５年前の平成２９年１０月から１１月にかけて、陸奥湾ホタテガイ養殖生産構造調査として、陸奥

湾内の１０漁業協同組合を通じて、ホタテ養殖を営む全１，０１７経営体を対象にアンケートを行い

ました。データを基に、陸奥湾における１０年後の養殖ホタテガイの生産者の状況を推定したもので

あります。結果は、一つに、年齢が７０歳以上の経営体のうち１３２経営体が１０年後に廃業するこ

と、二つ目に、６０歳代の経営体の年齢が７０歳以上となり、全経営体の中で７０歳以上の経営体の

比率が最も大きくなる、三つ目に、後継者の年齢が５０から６０歳代と高く、年齢の若い３９歳以下

の経営体数が増加するには、孫の世代が継ぐか、新規参入が必要となるとの結果でありました。 
　町の計画である平内町過疎地域持続的発展計画、これは令和３年度から令和７年度までの計画であ

りますが、この計画でも、当町のホタテガイ養殖経営体、漁業者のことでありますが、少子高齢化を

反映して減少傾向にあり、平成２５年から５年間で４１戸、８．１パーセントが減少し、漁業後継者

対策強化に取り組む必要がある。また機械化による省力化が進む一方、ホタテガイ養殖産業の共同化、

組織化を視野に入れた検討が急務となっており、関係機関と連携しながら進める必要があるとしてお

ります。 
　私は、経営体の方向性について、第１次平内町創生総合計画、また平内町過疎地域持続的発展計画

の共同化、組織化を視野に入れた検討が急務との位置づけから、２０１７年（平成２９年）と２０１

８年（平成３０年）第４回定例会で経営学を基に質問した経緯があります。 
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　私は、この案件はそもそも産業団体である平内漁協が主体となって真剣に取り組むべき課題であり、

行政は支援する立場であると理解しております。その上で、町の計画に位置づけていることから、そ

の経緯についてお伺いするものであります。 
　一つ目に、共同化、組織化の趣旨の件については、漁協理事の意思はどうなっているのか、また、

理事会の案件に入っているのか、お伺いいたします。 
　二つ目に、組合員から一向に趣旨の件についての話題が聞こえてこないのでありますが、前回の質

問で勉強会を開催すべきとの問いに、将来を見据え、組合全体と共有していきたいとの答弁がありま

した。そこで、この間の経緯をお伺いいたします。 
　２点目は、「きめ細やかな除雪体制について」であります。 
　今シーズンは断続的な降雪が続かなく、例年よりは家屋周辺の除雪回数は少なく、毎年、今シーズ

ンのようであればと誰しもが願っているのではないでしょうか。例年ですと、自力で除雪が困難な方々

にとっては、いかに冬を過ごしていくかが常に大きな課題となっております。 
　そのような折、今シーズンから平内町高齢者等雪下ろし費用助成事業を設置したことは、行政が町

民に寄り添った施策であると理解しています。 
　その中で、日常的に起こり得る玄関から道路間口までの除雪は、健常者からは「健康のためにと励

んでいる」との声も多く聞かれますが、自立で除雪が困難な方々にとっては真逆であります。これま

で私は支援体制として、登録者に町で利用料を助成する福祉除雪制度でシルバー人材センター会員が

定期的に見回り、除雪する、センター会員にとっても冬期間の仕事の確保の点からも一石二鳥である

ことから制度化の実現を求めてきましたが、この件は今後の課題とし、次の点をお伺いいたします。 
　一つに、何事も実態をつかんでいかなければ具体的な対応が進みません。そこで、管内で支援を必

要としている除雪困難一人暮らし者数を把握しているのか。掌握しているなら、その範囲内でお伺い

いたします。 
　二つ目に、自力で除雪困難一人暮らし年金者にとっては、有料が発するシルバー人材センターに要

請している方もおります。しかし、国民年金受給者にとっては、除雪者が２人１組であり、料金も２

人分であるので躊躇している方もおります。しかも、要請後にも除雪日程もあり、早急な体制となっ

ていないので、依頼してもじくじたる思いをしております。 
　そこで、町内会で支援する体制が必要であると強く思うわけであります。その際は、報酬また、無

報酬かを含め、町内連合会と協議を進めるべきと思いますが、見解をお伺いし、壇上からの質問を終

わります。（「議長」の声あり） 
議　長（船橋健人君）町長。 
町　長（船橋茂久君）それでは、田中光弘議員のご質問にお答えをいたします。 
　第１点目の「ホタテ養殖経営体について」でありますが、まず、当町の養殖ホタテガイについては、

令和４年の出荷量は３万８，０００トンとなり、過去５年間の平均数量より少ないものの、単価が高

めで推移したことから、ホタテだけで約８１億円、ナマコ等を含めた全体では９２億６，０００万円

となり、平成２９年度に次ぐ歴代３番目の水揚げとなりました。 
　一方で、県全体の約半分の生産量を誇る当町のホタテ養殖業ではありますが、近年、ホタテガイ養

殖経営体（漁業者）は、養殖が本格化した昭和５８年には７５３戸であったものが令和３年には４３

８戸と、年平均８．２戸ずつ減少しております。 
　こうした現況を踏まえ、町では「第２期平内町まち・ひと・しごと創生総合戦略」及び「過疎地域

持続的発展計画」の中での対策として、「基幹産業である漁業の会社組織化など、地元企業の育成」や
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「ホタテガイの養殖産業の共同化や組織化を視野に入れた取組を行い、ホタテガイの大型化と安定し

た生産体制の構築に取り組む」としております。 
　そこで、ご質問の一つ目「共同化、組織化の趣旨の件について、漁協理事の意思と理事会案件に入

っているのか」については、漁協に確認したところ、共同化、組織化について理解しているが、今の

現状ではそれをすることのメリット、デメリットや設備投資等、未知なる不安と自身の情報不足のた

め、理事会案件には入っていないとのことであります。 
　次に、二つ目の「４年前の質問、答弁に対するこの間の経緯について」でありますが、勉強会につ

いては開催できず、今に至っております。その理由としては、将来的には漁業の組織化・共同化に向

け、何らかの取組は必要であると認識はあるものの、漁業者自体の機運の高まりや見受けられないこ

となどが一因であります。 
　今後、後継者不足に悩む複数の漁業経営体が組織化・共同化することにより収益の向上も図られる

とともに、コストの削減につながることが期待されることから、町としては勉強会等を進めていただ

きたいと思っておりますが、このような取組は行政等からの押しつけで行うものではなく、漁業者の

主体的な取組として行われることでその効果が期待できるものと考えております。 
　このことから、現段階で町から漁業関係者に対してアクションを起こすことは考えておりません。

ただし、今後、漁協、漁業者側の機運が高まり、組織化・共同化へ取組が始まったときには、改めて

何か支援できるか検討してまいりたいと考えております。 
　次に、２点目の「きめ細やかな除雪体制について」でありますが、現在、自力で除排雪が困難で、

一定の条件を満たす高齢者・障害者世帯への支援につきましては、町社会福祉協議会及び役場福祉介

護課が窓口となり、除雪ボランティアを実施している状況でございます。また、除雪ボランティアの

対象外となった方については、シルバー人材センターを利用していただく等、関係機関とともに連携

して除雪環境を整備しているところであります。 
　そこで、一つ目の「管内の除雪困難一人暮らし者数の把握について」でありますが、町社会福祉協

議会が毎年実施している一人暮らし高齢者等の調査において、民生委員が各世帯を訪問し、家族状況

等の確認を行う際、自力で除雪ができるかどうかの確認についても併せて行っております。令和４年

４月１日現在の人数といたしましては、一人暮らし高齢者５６７名のうち、自力での除雪が困難で、

近隣にも協力者がいない方は１５名であり、個々の状況についても社会福祉協議会と情報共有を行っ

ております。 
　次に二つ目、「町内会での支援体制について」につきましては、町では毎年雪が降り始める前に各関

係機関による除雪ボランティア体制に関する意見交換会を開催しており、町内連合会にも関係団体と

して出席していただいております。これまで町内連合会からは、町内会に除雪機はあるが、高齢者に

は使いこなせない、また、若者は仕事のため日中不在で町内の除雪は難しいという状況を伺っており

ます。 
　シルバー人材センターや除雪業者への費用を捻出することが難しい世帯への支援につきましては、

これまでどおり除雪ボランティアでの対応を基本とし、町内会での支援につきましては、町内会ごと

にそれぞれ事情もあり、状況が異なることから、全ての地域について一律の支援を行うことは困難で

あると考えておりますので、それぞれの地域、どのような支援が可能であるかを、今後、意見交換等

を通じて連合会と情報共有を行いながら検討していきたいと考えております。以上であります。 
議　長（船橋健人君）はい、１０番田中光弘君。（「はい」の声あり） 
１０番（田中光弘君）最初、ホタテの養殖経営体についてでありますが、答弁は大体そうだろうなと
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理解しております。何分、先ほど壇上でも述べましたが、漁協が主体となって行政が支援する、サポ

ートする、これは本来の姿であると私も理解しております。しかしながら、せっかくこのように計画

を立てていながらも前に進んでいないという状況を見た場合に、このままではいかんじゃないのでは

ないかなということで今質問しているわけであります。 
　湾内の行政、自治体、７市町村ありますが、その中で、平内町と同様にこの長期振興計画、総合戦

略、過疎計画の３つの計画がありますが、その中で共同化、組織化というのをうたっているのは横浜

町だけです。あとの自治体は、それこそ自主的にスリム化、経営体質を特に強化するという抽象的な

ことにとどまっております。その点、横浜町も平内町と同様にこの共同化、組織化。ましてや、平内

町の場合は湾内の半分を占める生産量ということであれば、私は将来に向けて、１０年先、２０年先

に向けた経営体についてはもっともっと真剣に取り組んでいかなければならないと。 
　しかしながら、漁協としては、現在の段階ではちょっと無理だという。こう周りを見ましても、そ

ういう漁協自体、理事会自体がその場に行っていないというのは分かるんですが、しかし、今現在は

そうであるけれども、１０年、２０年、３０年たった場合に、私は非常にこの高齢化社会という流れ

の中で、平内町の養殖経営体というのはますます尻すぼみしてしまって、ホタテ養殖業、平内町とい

うのはなかなかそのまま尻すぼみになっていくという危機感があります。漁協任せとしているんであ

れば、私はますます前に進まないと。機運が高まるまでちゅうけども、ながなが今の現状は無理だと

思います。 
　そういう中で、やっぱり支援する立場である町としても、幾らかこうそういう手を打つようなこと

を漁協にもっともっと発信してもよろしんではないか。このままでいけば、ますます衰退する、そう

いうことでこういうおそれがあります。 
　町長にもう一回お伺いしますが、そういう中で、やはり町としてもそういう機運を高めていくよう

な施策、手だてこれを少しでも漁協に働きかけていぐ必要があると思うんですが、その点、もう一度

お願いいたします。（「議長」の声あり） 
議　長（船橋健人君）はい、町長。 
町　長（船橋茂久君）田中光弘議員の質問にお答えいたします。 
　確かに漁協はそういう経営体、共同体、なかなか勉強会等を開かないということは、私もじくじた

る思いを持っております。なぜならば、やはり漁業者は現在のキャッシュを掴むこと、これで精いっ

ぱいでございます。それでは我が平内町のホタテ養殖事業は永続していけません。やはり後継者をそ

の都度つくって、その方々が頑張っていただくということが最善かと思っております。ただ、役場が

養殖事業を行うわけでございませんので、その辺は漁協にも十分お話しした上で、今後対策を実施し

ていきたい、こう思っております。以上です。（「はい」の声あり） 
議　長（船橋健人君）はい、田中光弘君。 
１０番（田中光弘君）町長の言ったことは大変理解しております。私は、やはりこの支援、サポート、

行政として、その取組、町としてはこういうふうにこう取り組みます、考えておりますということを

真剣にこう取ってもらうというか、していくためにも、今の水産課の体制というのをそういう具体的

に進めていくために、やっぱり一人でも増員して、それ専用にこういう役割を果たす職員も必要では

ないかなと思うんですが、その点についてはいかがですか。 
議　長（船橋健人君）はい、町長。 
町　長（船橋茂久君）専門の職員を置いて進めてはどうかというお話かと思いますけども、今、我が

役場では、今年度にですね３名ぐらい自主退職しております。いずれにいたしましても、職員の数は
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減っております。大変我々も苦慮しておりまして、来年度の採用について、その辺を十分考慮して採

用していきたいとこう思っております。以上です。（「はい、わかりました」の声あり） 
議　長（船橋健人君）以上で、１０番田中光弘君の一般質問を打ち切ります。 
　続いて、６番太田満則君の登壇を許します。（「はい、議長」の声あり）６番太田満則君。 
６　番（太田満則君）はい、６番太田満則でございます。通告に従って質問いたします。 
　その前に、少し所感を述べさせていただきます。 
　これまで３年間にわたるコロナウイルス感染症への対応がこの春から大きく変わろうとしておりま

す。一番大きく変わる、あるいは変わるであろうと思われることが、いわゆる自己責任だということ

になると、それが強調されていることだと思ってございます。マスク一つにしても、する・しないも

自分で考えて、結果については自己責任、こういうことだと思います。 
　私は、これまでの町長の対応もどうだったのかなと思います。ちょうど３年前の今のこの時期、町

内のある店舗のシャッターに臨時休業の貼り出しの紙が掲げられました。町内でもコロナウイルス感

染症が発生したのでは、こう話になりました。そこで、これからもこんな事例が発生するのではない

かということで、対応はと、この場で質問をしました。したところ、町長はコロナウイルス感染症に

罹患した人はいないし、これからも町では発生しない、このようにこの場で話をしました。 
　あれから３年、町では累計でどのぐらいの人、あるいは患者が発生したのか。もちろん私は分かり

ません。が、しかし、私の周りでも、あの人、この人と、実名で何人かの名前を聞きました。その後、

昨年の７月３０日付の新聞に、町長のコロナ陽性が判明。８月８日までのホテルに隔離されると載り

ました。 
　思い出していただきたいと思います。先ほど話したみたいに、町には発生していないし、これから

も発生しない。ただ単に、淡い思い、期待を言っただけなのかということでございます。ただ、その

後の結果からいえば、責任は重大だと思います。町内ではコロナに関する防災無線が流れると、また

誰かコロナウイルス感染症の患者が発生したから、皆さんに気をつけるようにとこう言っているので

はないかなどとの話を聞きます。なぜならば、役場はいろんな情報が集まる場所だからと思っている

からだと思います。その意味で発言には十分気をつけて欲しいなとこう思います。 
　また、この時期が近づくと、１２年前の東日本大震災の記憶が蘇って参ります。この場にいた人も

何人かいたかと思います。昨年は国から、日本海溝での大地震が発生した場合、津波に伴う水害地域

が発表されました。町内でも浸水想定区域が散見されるなど、被害を受けるおそれがあると発表にな

ったところでございます。 
　皆さんの意識を高めるための防災訓練、水害訓練の実施をする必要があると思います。その意味で、

私は町の人たちの意識が高まるのではないかとこのように思っております。 
　昨年、一昨年と、津軽地域、下北地域で線状降水帯が発生、甚大な被害を発生させました。その影

響を受け、いまだに全面復旧はしていなく、逆に大切な住民の足である鉄道存亡の危機にあるなど、

防災意識は常日頃から心に留め置く必要があると思います。 
　それでは、第１点目の質問、「町長の主な公務日程について」であります。 
　この町長の主な公務日程については、各種行事への参加等を知る必要があること、あるいは町民の

町への陳情・要望のため、町長の所在時間、在庁時間を確認するこういう必要があると、住民からの

要望に基づき質問し、実現したところであります。あわせて、町長等の交際費支出状況についても同

様であります。しかし、この日程に記載されていない事例も多々あるということで、改めてまたこの

場で質問するところでございます。 
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　例えば、今年の１月、職員の母親が亡くなったに伴う葬儀等、あるいは去年ですけども、１１月２

７日午後、青森で車を見たと。町長車ですね。それから、１１月１２日、同じく青森でと。また、６

月１８日午後、青森で車を見たという話でございます。もちろんこの中には私も直接見たのもありま

すし、そうでなくて、町民の方々からこういうのがあったけどどうなんだと、こういうような問いか

けがあったので、改めて質問するわけでございます。いずれにしても、町長等の主な公務日程に記載

されていないものが、これが多々あるということでございます。 
　私は、前にも町長が青森の某デパートから食材と思われるものを買い出し、公用車に積むのを見た

人がいると、この場でも話したことがあります。その際にも言ったんですが、町長はいろんな場所で

見られているので、やっぱりそこら辺は気をつけなければ駄目なんでないのと、こう言った思いがあ

ります。 
　確認します。これからこの後、私、そっちに席を移して、公務日程には記載されていないものが多々

あるということでまた質問をいたしますので、その際はちゃんと答えていただきたいなとこう思いま

す。 
　次に、２点目の「ホタテ残渣保管施設と病院事業会計、水道事業会計について」であります。 
　まず、ホタテ残渣保管施設であります。茂浦地区に昨年建設されたホタテ残渣の保管施設は、この

議場で説明をした三共刃型によれば、残渣物はたしか９８パーセントなぐなると話をしました。残り

２パーセントも水分等で蒸発するような話をここの場でしました。その当時、誰も半信半疑ながら、

そのようなことになるのならと期待を抱かせる話でもありました。事業者は、必要な資金５０億円は

ファンドで募ると。そして、目途がついたと、ある町内会の場で話をしたと聞きました。その場には

町長も参加していたとも聞きました。私は在職当時、予算編成時にホタテ残渣物の処理費用に町、漁

業と費用を折半、町負担分として年間４，０００万円を支出していたと記憶しております。これは、

皆さん、今は閉めていますけども、外の沢の焼却施設であります。三共刃型がファンドで資金を調達

できたとしても、毎年返済時には元金に利息を加味した分を返済しなければならず、事業として継続

できないのではないかと、この場で話をしました。 
　その後、案の定、話は進まず、青少年ホームで残渣処理事業に関する複数事業者の説明があり、久

しぶりに三共刃型の関係者を見ました。その席で三共刃型の関係者は、町に来たのは町長からの案内

で、その後こちらに来たとこう話をしております。先ほど話したみたいに、茂浦での残渣の保管施設 
これはあくまでも保管施設であります。この後どうするのか。先ほど同僚議員がらも質問がありまし

たけども、改めて確認したいと思います。以上、壇上からの質問を終わります。（「議長」の声あり） 
議　長（船橋健人君）はい、町長。 
町　長（船橋茂久君）それでは、太田満則議員のご質問にお答えいたします。 
　まず、第１点目の「町長の主な公務日程等について」でありますが、町長の公務日程等の公開につ

きましては、町民への情報公開と情報発信、加えて透明性の高い公正な町政運営に寄与するものと考

え、町ホームページ上で公開しております。毎週、週末の金曜日までには、次の週１週間分の町長の

公務日程を公開することを基本としているところでありますが、文書での正式な公務依頼が届かない

状況や電話での公務依頼などの急な公務の追加、変更などは公開に間に合わないこともあるほか、年

末年始や５月の連休など役場の休みが続く場合や担当者の不在や他事務処理の兼ね合いなどにより、

確定している日程のみで２週間分をまとめて記載する場合もあります。 
　また、交際費の支出方の公表につきましては、平成２８年１２月に「平内町交際費の支出基準及び
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支出状況の公表に関する要綱」を制定し、要綱に基づき、適正な支出をした上でホームページ上で公

表を行っているものであります。 
　次に、議員ご指摘のご不明と思われる公務日程でありますが、令和４年６月１８日につきましては、

前日の１７日金曜日でございますが、東京都において全国町村会正副会長会の会議等があり、１８日

は東京都から新幹線での帰路で、駅まで公用車の出迎えを受けたものであります。また、令和４年１

１月１２日土曜日でございますが、平内町立小湊中学校閉校記念式典へ出席、１１月２７日日曜日に

つきましては外ヶ浜町において東津軽郡選出青森県議会議員の福士直治氏の後援会後の懇親会に出席

したものであり、最後に令和５年１月での葬儀につきましては、１月６日金曜日でございますが、１

月７日土曜日の両日、町職員のご母堂様の葬儀へのご案内があり、参列したものであります。いずれ

も公務として公用車の迎え、出席、参列したものであります。今後とも、公務日程及び交際費の支出

につきましては、適正に運用してまいります。 
　次に、第２点目の「ホタテ残渣保管施設、病院事業、水道会計等について」の一つ目、「ホタテ残渣

保管施設について」でありますが、まず、茂浦地区に建設した「ホタテ残渣保管施設」については、

平内町漁業協同組合からの要望により、各漁港から出た残渣を処分場まで搬出するまでの一時仮置き

施設として整備したものであります。それまでは近隣の屋外に野積みした状態で管理しておりました

が、悪臭などの発生による衛生環境の問題があったことから、それを解消するための施設として整備

したものであり、焼却施設としての計画は当初からございませんでした。 
　さて、当町で発生している令和３年度の養殖残渣は約３，５００トンと、令和２年度より約１，２

００トンほど多くなっております。これは、国庫補助事業を活用しての洋上洗浄機の導入や海況変動

を予測した施設管理で効果を上げているもので、付着物が予想以上に多かったものと思われます。 
　一方、残渣処理については、八戸市の大平洋金属株式会社では、リサイクル原料として、岩手県九

戸村の株式会社いわて県北クリーンでは焼却という形で処理を委託しております。しかし、県境を越

えた一般廃棄物の処理は一時避難的なもので、できるだけ早い時期に町内で処理できる施設が必要で

あると以前にも答弁しております。 
　現在、養殖残渣の処理については、多くの事業者から問合せはあるものの、７年前から当町を訪れ、

残渣についての知見も豊富な三共刃型工業株式会社のバイオ処理には大変興味深いものがありますが、

県内の大学でも再資源化の研究が始まっており、残渣の処理方法については選択の幅を広げて検討し

てまいりたいと思っております。 
　いずれにいたしましても、ホタテ残渣の処理につきましては、町のホタテ産業の発展に関連するこ

とから、廃棄物処理法に基づき、適正かつ持続可能な取組を展開してまいりたいと考えております。 
　次に、二つ目の「病院事業会計・水道事業会計は健全な経営になっているか」についてであります

が、病院事業については、議員ご承知のとおり、令和３年度の決算では５，７３４万円の純利益とな

ってございます。公営企業法の全部適用にし、経営改革に取り組んで以降、平成２７年度から７年連

続で利益を計上することができております。この７年間の一般会計繰入額については、新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金等を活用した特殊事情分を除くと、総務省通知に基づく繰り出

し基準のルールの範囲内であり、経営改革の成果は着実に表れ、ここ数年は順調な経営で推移してい

ると思っているところでございます。 
　また、水道事業についても、令和３年度の決算では７，５１９万円の純利益となっており、次年度

以降の資本的支出の補塡財源とするため、内部留保資金に積み立てております。また、過去１０年を

見ましても純利益を計上していることから、良好な状況にあると判断しております。 
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　さて、議員ご質問の内部留保資金で会計の帳尻を合わせているとのご指摘でありますが、議員もご

承知のとおり、内部留保資金とは減価償却費など、実際にお金の支出がない費用計上によって生じた

資金を内部留保資金といいます。この資金は、主に施設整備の費用やこれまでに行った施設整備のた

めに借り入れた企業債の元金返済の財源として使われます。この内部留保資金を財源として整備され

た施設の費用は、その翌年から減価償却費として費用に計上され、内部留保資金として積み立てられ

ます。この仕組みが毎年度繰り返されているものでございまして、決して帳尻合わせをしているもの

ではなく、企業会計の経理の法則にのっとって処理しているものでございます。 
　いずれにいたしましても、企業会計の基本であります独立採算を目指し、今後とも取り組んでまい

りますので、議員各位のご支援とご協力をお願い申し上げます。以上でございます。（「議長、暫時休

憩願います」の声あり） 
議　長（船橋健人君）暫時休憩いたします。 
　　　　　（午前１０時５５分）休憩 
　　　　　（午前１１時０５分）再開 
議　長（船橋健人君）休憩を取り消し、会議を再開します。（「議長」の声あり）はい、６番太田満則

君。 
６　番（太田満則君）それでは、先ほどの１点目の「公務日程と公用車の使用について」確認をいた

します。 
　先ほど、私、壇上でも言いましたし、町長もそのとおり、ちょっと日程に合わせて行っているもの

を記載していると、こう話をしました。これから私が話をするのは、載っていないものを言います。

今回、これを質問するに当たり、私、毎年なんですけども、公用車の運転日報の写しが欲しいという

ことで毎回こう話をしていました。今回も１０日ほど前に話をしたんですが、まだ上がってきていま

せんので、それ来ればもしかすれば話をするのが大分省けた分もあるのではないかなと思いつつ、話

をします。 
　まず、話は去年の１１月２６日土曜日、見ますとホテル青森での結婚披露宴このようになってござ

います。こう書いているぐらいだから、公用車使ったのかなとこう思います。まずこれを確認したい

なとこう思います。（「議長」の声あり） 
議　長（船橋健人君）はい、町長。 
町　長（船橋茂久君）その１２月の（「１１月２６日です」の声あり）１１月２６日ですか、（「はい、

１１月２６日土曜日です」の声あり）それについては、公用車を使用しております。（「はい」の声あ

り） 
議　長（船橋健人君）太田満則君。 
６　番（太田満則君）今話したみたいに公用車を使っていましたということでございます。実は、こ

れ平成２２年９月１６日、東京高裁での判決があります。その判決は、職場の上司としての招待であ

れば、これは違法ですと。こういう東京高裁での判例があります。これに合わせれば、町長、その後

の交際費を見ますと、交際費の支出には記入されておりませんので、町長自前で払ったのかなと、町

のお金は使わなかったのかなと、こう思いますが、今話したみたいに、公用車の使用は違法ですと、

こういう具合に高裁で判例があります。ですので、もしこの判例に合わせるとすればですよ、あわせ

るとすれば、この公用車を使う、これは使えないと、使ってはいけないものだったということになろ

うかと思いますが、今話したみたいに、その２２年９月１６日、皆さん、そこで控えを持っているか

持っていないか分かりませんが、私も今回質問するに当たって写しを取ってございますんで、写しを
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とってますんで、それに合わせれば、使えなかったはずのものを使ったということになると思います。

それについてはどうですか。（「議長」の声あり） 
議　長（船橋健人君）はい、町長。 
町　長（船橋茂久君）そういうふうにして判例が出ているということであれば、それは確かに駄目だ

ということでございます。ただ、その辺事態も私たちもその辺をちょっと確認してみます。 
　それから、結婚式のお祝いのお金については、これは自前で出しておりますので、よろしくお願い

します。（「はい」の声あり） 
議　長（船橋健人君）はい、太田満則君。 
６　番（太田満則君）そうです、今話したみたいに、自分で行って自分のお金を出す、これは何も全

然問題になりません。公用車を使って公費で会費を払ったと喋れば問題になるということでございま

すので、町長が今喋ったみたいに会費は自分で出しています、これはそれで正解なんだと思います。

ただ、公用車の使用方については、私が今話したんで、ちゃんと確認をしていただきたいなと。 
　そのほかにですね、そのほかに実はいっぱいあるんですよ。去年の１月１４日、浅虫に行ったと。

あるいは１６日、先ほど話したみたいに、福士県議の集まりにも行った。あるいは、通夜、火葬場に

顔を出した。こういうのが多々あるんです。ここで一つ一つ喋っても、その合わせるに時間がかかる

でしょうから、先ほど話したみたいに、私、毎年もらっていると。そのもらっているのを見れば、こ

れは書いていないけども、行ったんだなということが分かって、多分この質問の時間というのが半減

したんでねがなとは思うんです。そういう意味で、やはりあの資料提出これについてもちょっと時間

がかかり過ぎるのではないがなとこう思います。ですんで、これからもある話ですので、そこら辺は

ちゃんとやっていって欲しいなと。 
　公用車を見てみますと、意外と政治活動というんですか、に出席しているものが本当に書がさって

いないと。例えば去年の３月１９日、中泊に行っていました。あるいは５月１４日、ホテル青森での

代議士の集まりがありました。５月２１日、党の政経セミナーがありました。こういう具合に、５月

３０日もあるんですけれども、それから６月１８日、そういう具合にしていろんな集まりがあって、

これは政治活動だから書がないのがなと、こう思える節もあります。が、しかし、公用車を使ってい

るんです。公用車を使って、送り迎えの送迎に使っていると。私は、書くんであれば、何も全然、あ

あそうかなと、町長の政治活動の一環かなと、こう思いますし、書がないんであればみんな使わなけ

ればいいだけの話なんですよ。そごいら辺、町長はどう思いますか。（「はい、議長」の声あり） 
議　長（船橋健人君）はい、町長。 
町　長（船橋茂久君）書がさっていないということでございますけれども、ただ、一つ一つ書けばで

すね、私もいろいろありますから、これについては明確な感じで書くということはしていませんでし

た。その点についてはお詫びを申し上げます。これからもですね、そういうことは多々あると思いま

すので、全て網羅するように事務方に指示いたします。よろしくお願いします。（「はい」の声あり） 
議　長（船橋健人君）はい、６番太田満則君。 
６　番（太田満則君）是非そうやって欲しいなと思います。っちゅうのは、私もそうですけども、私

も別段そんなにあちこちから招待が来るわけでもないけども、２週間前、３週間前、その感じで案内

が来れば、当然行けるか行けないか、出席がかなうかかなわないか、そういう出欠のはがきも出さな

ければ駄目だし、町長も多分そういうのでの出席案内、そういうものが来ているかと思います。当日

来て、急に出てくれというのはない話ではないかも分かりませんが、ほとんどのものはやっぱり町長
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もいろいろ忙しいなということを皆さん覚えていますので、大分前に来ているかと思うので、行く行

かない、行かないのであれば当然書く必要もないし、行くんであれば、やはりこの日程表にちゃんと

書くべきだと思うんですよ。 
　確かに急に来る場合もある。それは当然ある話ですので、来たら書き加えればいいと。１週間前に

書き加えたから、あとそれ以上は加えることも引くこともないと、そういう話ではないと、こう思い

ますので、是非そうして欲しいなとこう思います。 
　先ほど町長話したみたいに、ちゃんとやりますということですんで、期待しておきます。またあれ

ば、改めて質問することになるかと思いますので、そこら辺はよくよく注意していてほしいなと、こ

う思います。 
　それから、先ほどの２点目の「ホタテの残渣保管施設と病院事業会計あるいは水道事業会計につい

て」でございます。 
　先ほど話したみたいに、壇上で話したみたいに、茂浦に建設したものはただの一時の仮置場だと、

このように私は理解しておりますが、そこら辺は町長の認識はどうなんでしょう。（「はい」の声あり） 
議　長（船橋健人君）はい、町長。 
町　長（船橋茂久君）それは議員と同じ認識です。（「はい」の声あり） 
議　長（船橋健人君）はい、太田満則君。 
６　番（太田満則君）私、先ほど壇上でも話したみたいに、前に三共刃型さんが来て、ここの場でも

皆さんに集まってもらって、説明会なるものを開きました。その際にも話をしたことがあるんですが、

５０億円もかかると。５０億円その資金については、皆さんから資金を募る、そういう募ったやり方

でファンドで募って、それで事業開始しますと。その後、そう何か月も置かないで、その５０億円な

るファンドの資金の目途がついたとこのように話をしたと。その場には町長もいてあったと、このよ

うに私は聞きましたけども、これは聞き間違いでしょうか。そいとも、そういう話をした場にいたん

でしょうか。（「はい」の声あり） 
議　長（船橋健人君）はい、町長。 
町　長（船橋茂久君）議員がお話している中身はよく分かりませんけども、確かにそういう話はあっ

たやに私も聞いております。ただ、その場に私がいたとかいないとか、そういうことではないと思い

ますが。（「はい」の声あり） 
議　長（船橋健人君）はい、６番太田満則君。 
６　番（太田満則君）複数の人がいてあったとこう言っているので、多分いたんではないかなと。そ

れを、数ある会合ですので、もしかすれば忘れたのかなと、このように思います。 
　ただ、私、先ほど壇上でも話したみたいに、当時、町で４，０００万、漁協で４，０００万、お互

いに折半してその外の沢の焼却施設で残渣物を焼却してあったということだけは私は覚えていますん

で、それは間違いない事実です。 
　今回改めて話をするのは、今、八戸あるいは岩手に持っていって焼却してもらっていますけども、

当時の４，０００万、８，０００万のお金では済んでいないと。私はこれが問題だと思うんです。私、

来たとき、ここの場でも質問したがと思うんですけれども、本当に向こうに持っていって、これから

もずっと持っていくのがという話の中で、いや、いい業者があればと、ちゃんと焼却してくれるいい

業者が現れて施設を設置すればと。その意味で外の沢から浜子の場所が新聞に書かれたり、というこ

とでもここでも質問をしました。 
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　先ほど話したみたいに、当時、漁協と町と、多分、今も契約を取り交わしているんでないかなと思

うけども、２分の１ずつということで、町で４，０００万、漁協で４，０００万、８，０００万の事

業が今どのぐらいの負担処理の金額になっておりますでしょうか。 
議　長（船橋健人君）はい、水産課長。 
水産商工観光課長（畑井幸治君）太田議員のご質問にお答えいたします。 
　令和３年度の実績でございますけども、漁協の事業が２億１，５００万ほどになっておりまして、

町では１億７００万ほど出しております。以上です。 
議　長（船橋健人君）はい、太田満則君。 
６　番（太田満則君）たまたま、今、ウクライナの戦争があって、油が凄く上がっているとこういう

話があったとしても、当時の８，０００万、漁協、役場合わせて８，０００万が３億過ぎているんで

すよね。ですので、私はやはり漁協さんと、先ほども同僚議員からの質問があって町長が答えていま

したけども、一義的には漁協の事業ですと。こう言いながらも、漁協が、あるいは漁師の人だちが水

揚げが増える、あるいは作業環境がよくなるということになれば、当然、町にもメリットがあると思

います。これまでもそうでしたが、ホタテの水揚げ高が本当によくなったと喋れば、町の町民税、半

分以上を占める、そういうときもありました。これから後は若い人たちが事業を継承できるそういう

環境にするためにも、やはりそういうのは町もそうですし、私ら議員だちも一生懸命になって考えな

ければ駄目なのではないかと、こう思いますけれども、町長の思いはどうでしょう。（「はい、議長」

の声あり） 
議　長（船橋健人君）はい、町長。 
町　長（船橋茂久君）今、太田議員がお話したように、残渣は年々増えております。今、水産商工観

光課長が話したように１億円ちょっとという話で、これについては残渣の出具合にもよりますけども、

今後また増えていく可能性がありますので、これについては議員皆様も交えた中でですね、議論して

いきたいと思っております。以上です。 
議　長（船橋健人君）はい、太田満則君。 
６　番（太田満則君）やっぱり町の大事な産業として皆さんに継承していただくためには、若い人た

ちも安心してこの事業を続けることができる、そういう環境をやっぱりつくるべきだと。そのために

は、漁協はもちろん主体的に考えなねば駄目だし、町でもいろんな情報なりの提供、そういうごとが

必要でないかなと私はこのように思いますので、是非この残渣、茂浦につくったのはあくまでも一時

の仮置きだと、そういう認識で物事を進めでっていかなければ、これをやったからいいという話では

ないと、このように思ってございます。 
　それからですね、先ほど病院事業あるいは水道事業の話を少し言いました。病院事業も内部留保資

金、水道事業会計も内部留保資金、今回の補正もそうです。そういうので帳尻を合わせている、こう

いう結果になってございます。だけども、本当はといえば言い方がちょっと変ですけども、減価償却

とかそういうもので内部留保しておいて、次のための施設のためのそういうものだと私は認識してお

りました。が、しかし、二、三年前ですか、四、五年前ですか、病院、十何億の累積赤字をその留保

資金で解消したと。で、毎年毎年、４億数千万の一般会計からの負担金、補助金、そういうので経営

が成り立っている。水道事業も別段、今回の来年度の予算についてはそんなに厳しいのかなと思われ

るけども、一般会計からの繰り出しがあると。そういうことで、事業をしている人の、事業をやって

いる、そういう意識を、ただ一般会計から入れればいっていう意識を変えるべきだとこのように思い

ますが、町長はどう思いますか。 
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議　長（船橋健人君）ちょっと、太田議員に申し上げます。（「はい」の声あり）太田議員、今の発言、

先ほども申しましたようにと発言しましたけども、最初の質問ではそういう中身は質問しておりませ

んので、その辺気をつけて質問するようにお願いします。（「はい」の声あり） 
議　長（船橋健人君）はい、小形局長。 
病院事務局長（小形正樹君）太田議員のご質問にお答えいたします。 
　病院事業につきましては、経営コンサルを招聘して以降、経営改革に取り組んで参っているところ

でございます。繰入金につきましては、確かに４億数千万、毎年繰入れしておりますが、これにつき

ましては総務省通知に基づくルール分でして、起債を借りた際に、その起債の償還額、利息に対しま

して国が認めたもので、交付税措置されているものでありまして、それらを活用しながら経営健全化

に取り組んでいることをご理解いただきたいと思います。以上です。 
議　長（船橋健人君）はい、太田満則君。 
６　番（太田満則君）今、ルールだと。それはあくまでも基本であって、それをルール分を繰入れし

なければならない、そういうのはないはずです。 
　今、経営コンサルが入ってからとこういう話を、前に私が来たとき、経営コンサルの人がいて、病

院が経営にそのコンサルの助言に基づいていろんなことをやっていると、こういう話をしました。た

だ、私、ここでも言ったんですが、管理者と病院管理者、確かあの当時の私の方さ来ていた病院管理

者、そういう名称でした。が、一番上、トップなんだから、医師に対していろんなことを話する立場

にあるんでないかということをここで話をしました。そしたら、医者には話はできないと。話ができ

るのは事務方の話だけだと、こういう話をして、その後、前に来てあった事務方の人は辞めました。 
　私は、管理者っつうのはそこの施設のトップだとこういう認識で話をしたつもりが、事務方の話だ

と。事務方でいいんであれば事務長がいれば用が足りる話でないのというのをここで話したこともあ

ります。そういうことがらして、その当時の事務方の管理者は今はいませんが、ただ、漫然と負担金

だ、今は負担金の話をしていましたんで、負担金だと。それは起債の分だと。だけれども、補助金だ

となれば、それはまた話が別なわけですよ。ですので、やはり、経営がよくなったっつうんであれば、

一般会計の繰り出しも少なくて済むんでないかということを併せて言いたいんです。というのは、毎

年、町長も１月の末、２月の初め喋れば、地域の行政連絡員との会議があるかと思います。その会議

の際に、地域からいろんな要望が出ているはずなんですよ。だけれども、そこで言われるのは、ほと

んどがお金がない、ね。お金がない。このように話をします。ですので、病院会計あるいは水道会計

に限らず、みんな意識してその会計のお金を使って欲しいと。あくまでも最少のお金で最大の効果を

出す、これが目的だはずですんで、ただ漫然と入ってくるがらと、入ってきたのを積立てしておぐこ

とだけでなくして、次の年の分にも反映させるとこういう意識が大事だとこう思います。どうでしょ

う、町長。 
議　長（船橋健人君）小形病院事務局長。 
病院事務局長（小形正樹君）太田議員のご質問にお答えいたします。 
　ご指摘のとおり、繰入金につきましては、最小限になるように経営努力をするのはごもっともでご

ざいます。病院経営につきましては、診療報酬改定に合わせまして、常に有利な算定を取るために資

格取得や勤務体系の見直しなども併せて行っておりまして、これが医療の質や患者サービスの向上に

もつながっていると考えております。ですが、それに伴い、診療材料等も支出が増加しているのも事

実でございます。また、昨今の会計年度任用制度による処遇改善による支出の増や、物価高騰により

ましてＡ重油や電気料の値上げなどもございます。加えてコロナ禍での受診控えなど、外部的な要因
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の影響を大きく受けているのが現状であります。 
　診療報酬につきましては公定価格であることから、病院独自に引上げができませんので、まだ繰入

金を削減できるほどの純利益を確保できていないというのもごもっともでございます。今後とも経営

改善に取り組んでまいりますので、議員皆様のご支援とご理解をいただければと思います。（「はい」

の声あり） 
議　長（船橋健人君）太田議員。 
６　番（太田満則君）今、病院事務局長が言いました。本当に、私も病院にいたことがあるので、本

当に病院の職員っつうのは、そういう意味で黒字になるということはながながないと。一般会計から

の繰入れで成り立っていると言われてもしょうない部分もあります。ただ、先日も新聞にもこう少し

出ていました。平内町の国民健康保険、高いと。そして、平内中央病院っつうのは、ご承知のとおり、

国民健康保険の事業の直営診療施設ということになってございます。その直営診療施設に支払う国民

健康保険からの支出、１割程度なんですよね。やっぱり皆さんが行きやすい病院、その病院をつくっ

てもらわなければ皆さん安心して利用でぎないんではないかと、このように思いますので、病院には

病院管理者がいますので、院長をはじめとする病院管理者がいますので、その方々が一生懸命いろん

なことを考えて、あるいは事務局長が今話したみたいに、例えばその有利な病床数云々、それも考え

ての話でしょうが、いずれにしても、皆さんが使いやすい病院、そのために病院を使えば、先ほど話

したみたいな繰入れの額っつうのはおのずと減っていぐんではないがと。あるいは、先ほど話した４

億云々、毎年もうここ十何年ぐらい同じぐらいに毎年毎年決まった額で入れているかと思うんです。

だけども、入れなくても本当はやっているどごもあるわけです。ですので、入れなければ経営ができ

ないこういうのは、やはり歪だと私はそう思いますし、皆さんが平内中央病院、使いたい病院、使い

やすい病院、こうなるような仕組み、仕方、それは町長はじめ管理者が一生懸命考えることだと思い

ますが、やっていくべきだとこのようにいいまして、終わります。どうもありがとうございます。 
議　長（船橋健人君）以上で６番太田満則君の一般質問を打ち切ります。 
　ここで、トイレのため休憩したいと思います。５分間、休憩いたします。 
　　　　　午前１１時３５分　休憩 
　　　　　午前１１時４０分　再開 
議　長（船橋健人君）休憩を取消し会議を再開します。 
　続いて、４番亀田弘徳君の登壇を許します。（「はい、議長」の声あり）４番、亀田弘徳君。 
４　番（亀田弘徳君）こんにちは。亀田弘徳です。通告に基づきまして質問いたします。 
　私の質問は、大きく２つのテーマでの質問であります。 
　一つ目は、「人口減少と地域経済縮小に対する町の取組について」であります。二つ目は、「インボ

イス制度導入に伴うシルバー人材センター事業と会員活動の今後について」であります。 
　それでは、一つ目のテーマの人口減少と地域経済縮小に対する町の取組について、質問に入ります。 
　人口減少、少子高齢化の加速は、地方での地域産業の担い手不足や地域経済規模の縮小、地域のコ

ミュニティーの衰退をもたらしております。人口減少の抑制と高齢化による人口構成の変化に対して

自治体が行っている人口減少対策は、人をめぐる自治体間の競争、取り合いとなっております。自治

体は、人々に選ばれなければ人口減少を止められない状態になっております。青森県が「選ばれる青

森」への挑戦を掲げて県の基本計画を策定しているのは、そうした環境の厳しさを認識してのことで

あろうと考えております。 
　同じく平内町も選ばれるまちづくりを進めようと、計画年度が令和２年度から令和６年度までの「第
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２期平内町まち・ひと・しごと創生総合戦略」以降、戦略と呼ばせていただきますが、これを令和２

年３月に策定し、実行しているところであります。戦略の中で、町は人口減少克服と地方創生を実現

するには、仕事を新たに創出することによって人が定着し、人が定着することで仕事が活性化すると

いう好循環の確立が必要であるとしております。人口減少と地域経済の縮小に対し、町の現状と対策、

今後の取組、展望についてお伺いいたします。 
　一つ目は、戦略では、人口減少と地域経済の縮小の克服として、若年層、壮年層の人口流入の促進

及び流出の歯止めを掲げております。そして、そのために町の基幹産業の振興、新産業の創出などを

図るとしております。しかし、町の基幹産業であるホタテ養殖産業は、令和４年春のラーバ確保に問

題が生じました。ラーバの確保に必要な成貝数が不足しているという状況がありまして、環境がこれ

に悪影響を及ぼしました。地域経済には基幹産業の安定と発展が不可欠であり、成貝不足はホタテ養

殖産業の経済活動上の構造的な問題から生じております。この構造的な問題を解決するためには、県、

町、ホタテ養殖産業に携わる関係者での調整や制度、組織づくりが必要と考えておりますが、町の考

えと方策をお伺いします。 
　二つ目は、令和４年春のラーバの採捕では、４月終わりまでに採捕作業を行ったところは何とか捕

れたところがありますが、それ以降のラーバ採捕は歩留まりが非常に悪かったという話であります。

環境変動に対応して、より精度の高いラーバ採捕情報が必要と考えております。県に働きかけて情報

の精密度を上げるよう、事業を再構築してもらうことについて、町の考えをお伺いいたします。 
　三つ目は、戦略では、町の事業所数は２００９年（平成２１年）からの５年間で５０４事業所から

４２６事業所へ減少しております。これに伴い、従業員数も３，４０５人から２，８１４人へ減少し

ています。若者の就業機会が失われているとして、これに対する対策で基幹産業である漁業の会社組

織化など、地元企業の育成を挙げています。 
　町のホタテ養殖産業は、現状、こういった言い方がうまく当てはまるかどうかは分かりませんが、

家内制手工業から工場制手工業の段階の初期資本主義的な位置にとどまっておりまして、地場資本の

形成と発展を手助けする必要が非常に大きく、漁業の会社組織化と地場資本の形成、発展というのは

喫緊の課題と考えております。町の漁業の会社組織化に対する所感と今後の展望、方策についてお伺

いいたします。 
　四つ目は、ホタテ養殖産業は、会社組織化されていない現状では、人材の育成はおのおのの個人事

業主である漁業者に任せられている状態であります。会社組織化と地場資本の形成、発展の動きを進

めますと、人材の育成というのは相応の教育機関、施設で行って人材供給を進めていく必要がありま

す。ホタテ養殖産業を育成、発展させていくための人材教育機関、組織の形成方について、県、町、

関係者の協力が必要と考えますが、町の考えをお伺いいたします。 
　人口減少を止めるのは雇用の確保が最重要で、そのためには町の基幹産業であるホタテ養殖産業、

関連産業の抱える問題への手入れ、構造改革が必要ではないかという認識でこの質問をさせていただ

きました。 
　それでは、２つ目のテーマであります「インボイス制度導入に伴うシルバー人材センター事業と会

員活動の今後について」の質問に入らせていただきます。 
　令和５年１０月から税制が改正となりまして、インボイス（適格請求書）制度が導入されます。制

度への対応で中小企業は苦慮しているところではありますが、それは企業ばかりではありません。シ

ルバー人材センターもまた、この制度へ対応する必要があるということであります。制度が導入され

ると消費税負担が発生し、シルバー人材センターの運営に大きく影響を与えることになります。 
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　現行制度では、シルバー人材センターは仕事の発注者である企業や自治体、家庭などから業務の委

託を受けますと、会員とセンターとの間で「請負」や「委任」契約を結んで仕事をお願いするという

形になっております。この形式でありますと、センターの会員を免税事業者とすると、会員がインボ

イスを発行することがないため、センターが消費税を控除できず、全額負担することになり、事業の

運営に多大な影響が生じるおそれがあります。そこで、国では実質的に発注者と会員が契約を結ぶ形

での運営に見直すということであります。 
　シルバー人材センターは、仕事のマッチングや会員の管理に専念する形としてインボイス制度導入

の影響を取り除くようにするということであります。これは、消費税の納税義務をセンターから発注

者へ移し替えただけと言え、業務を受託した会員が免税事業者としてインボイスを発行することがな

いということであれば、発注者が消費税を仕入税額控除できず、税を負担する形になります。発注者

は当然、業務を請け負う受託者に課税事業者へ転換してインボイスの発行を求めるものと考えられま

す。 
　インボイス制度の導入により影響を受けるシルバー人材センターの事業と会員活動について、町の

考えをお伺いします。 
　一つ目は、国はシルバー人材センターのインボイス制度からの影響を除くために、実質的に発注者

と会員が契約を結ぶ形での運営に見直すということでありますが、インボイス制度の導入により町の

シルバー人材センター事業はどのようなものになるか、お伺いいたします。 
　二つ目は、インボイス制度の導入後、町とシルバー人材センターとの間で交わされていた業務委託

契約などはどのようになるのか、お伺いします。現行であれば、シルバー人材センターがインボイス

を発行しなければ町は仕入税額控除なく消費税を納める形となります。また、シルバー人材センター

が課税事業者として対応するとなれば、免税事業者である会員からインボイスは受けられず、仕入税

額控除なく消費税を納める形となりますが、このあたりについて町の対応をお伺いいたします。 
　三つ目は、国が考える形でインボイス制度からの影響を除くために、シルバー人材センターが仕事

のマッチングや会員管理に専念し、実質的に発注者と会員が契約を結ぶ形での運営となった場合、発

注者と会員との間で仕入税額控除に関する問題が発生することになります。町の業務委託が町と会員

との間の契約となった場合、この仕入税額控除の問題をどのように取り扱うつもりか、お尋ねいたし

ます。 
　四つ目は、会員が業務を受託した際に、発注者から課税事業者への転換を求められ、対応に苦慮す

ることも考えられます。その場合、インボイスの発行に関して、シルバー人材センターまたは町でこ

うした会員に対して手続の手伝いなどが可能かどうか、お伺いいたします。壇上からの質問は以上で

す。（「はい、議長」の声あり） 
議　長（船橋健人君）町長。 
町　長（船橋茂久君）それでは、亀田弘徳議員のご質問にお答えいたします。 
　まず、第１点目の「人口減少と地域経済縮小に対する町の取組について」の一つ目、「成貝不足はホ

タテ養殖産業の経済活動上の構造的な問題から生じている」でありますが、現在のところ、県、町、

ホタテ養殖産業に携わる関係者間での調整や制度、組織づくりについて予定はございませんが、ご承

知のとおり、本年においては、養殖されるホタテの稚貝が高水温の影響で大量死した平成２２年に次

いで少ない状況であるため、今後のホタテの生産量に影響が出ないか、懸念が広がっております。 
　平内町漁業協同組合では、その要因として挙げられる親貝づくりの取組として、以前から養殖者１

人５トンの親貝づくりの要請はしているものの、実現に至らないことから、その施策として、令和５
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年からの３年間、５月から１２月に出荷されてきた成貝に対する助成を行い、成貝確保に向けての取

組を進めていくこととしており、町では、その成貝づくり対策の支援として令和５年度当初予算に補

助金を計上して支援してまいりたいと考えております。 
　次に、二つ目「精度の高いラーバ採捕情報が必要について」でありますが、青森県産業技術センタ

ー水産総合研究所では、漁業者に対して、「ホタテガイ採苗速報」、「ホタテガイ養殖管理情報」、「付着

生物ラーバ情報」、「陸奥湾海況情報」を定期的に発信しております。町と漁協でも毎年４月から６月

頃までラーバ調査に協力しており、状況については共有しております。また、県の普及員が各支所を

巡回して情報収集に努めているほか、昨年は県と水産総合研究所において稚貝分散作業等に関する勉

強会を各支所で開催するなど、その状況に応じて対応していただいていることから、漁業者に対して

きめ細やかな情報を提供しているものと考えております。 
　次に、三つ目「漁業の会社組織化に対する所感と今後の展望、方策について」でありますが、１０

番田中光弘議員の質問に対してもお答えしておりますが、今後、後継者不足に悩む複数の漁業経営体

が組織化また共同化することにより、収益の向上が図られるとともにコストの削減につながることが

期待されます。しかしながら、このような取組は漁業者の主体的な取組として行われることでその効

果が期待できると考えておりますので、今後、漁協、漁業者側の機運が高まり、組織化、共同化への

取組が始まったときには、改めて何が支援できるか検討してまいりたいと考えております。 
　次に、四つ目「人材教育機関・組織の形成について」でありますが、町では管内小学校５年生を対

象にホタテ養殖業の仕組みについて学ぶ「漁業体験教室」を、また、漁協では地引き網体験を開催し

て、子供たちに対し、漁業へ関心を持ち、その学習を通じて理解を深めてもらうことで後継者の育成

につなげる取組を行っているほか、県では県内の漁業後継者、新規漁業就業希望者に対して漁業後継

者育成のための研修として「賓陽塾」を開催して、後継者確保や育成に係る施策を展開していること

から、県、町、漁協が協力し、一体となって取り組んでいるものと考えておりますので、ご理解いた

だきたいと思います。 
　次に、第２点目の「インボイス制度導入に伴うシルバー人材センター事業の会員活動の今後につい

て」でありますが、国は令和元年１１月に１０パーセントへの消費税率引上げを行うとともに、生活

必需品である食料品などの税率を８パーセントに据え置く軽減税率制度を導入いたしました。それに

伴い、国は８パーセントと１０パーセントの複数税率制度での適正な課税を行うため、議員も述べら

れましたとおり、令和５年１０月からインボイス制度を導入するものでございます。 
　そこで、一つ目「インボイス制度の導入により、町シルバー人材センター事業はどのようなものと

なるかについて」でありますが、シルバー会員は免税事業者であり、配分金に含まれる消費税の納税

義務は免除されております。その一方で、シルバー人材センターが支払った配分金に含まれる消費税

につきましては、これまでは仕入税額控除の対象とされておりましたが、インボイス制度が導入され

ますと、会員の方にインボイス登録していただくか、センターが配分金に含まれる消費税相当額を納

付するか、どちらかを選択しなければならなくなります。前者の場合は、免税事業者である会員が消

費税を納付しなければならなくなり、働く意欲の低下につながりかねず、現実的ではありません。一

方、後者の場合は、センターが配分金に係る仕入税額控除ができなくなり、会員に支払う配分金に含

まれる消費税相当額を新たに納税する必要が生じることとなり、センターの運営に多大な影響が出て

まいります。 
　そこで、インボイス制度開始に伴う対応策について、センターを運営する町社会福祉協議会に確認

したところ、作業料金の引上げを行うことで配分金に含まれる消費税相当額を捻出して対応するとの
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ことであります。 
　次に、二つ目の「町とシルバー人材センターとの業務委託契約」につきましても、町社会福祉協議

会に確認したところ、既にインボイス発行事業者の登録申請を行っているとのことでしたので、町が

納める消費税額につきましては、インボイスの発行により令和５年１０月１日以降も引き続きこれま

で同様、仕入税額控除が適用となるものと考えております。また、センターが会員からインボイスを

受けられない場合については、一つ目のご質問でお答えしたとおりでございます。 
　次に、三つ目のご質問でありますが、「仕事の発注者と会員が契約を結ぶ形態について」は、施行時

期や制度の詳細が現段階ではっきりしていないこともあり、現時点での導入予定はないとのことであ

ります。 
　次に、四つ目のご質問でありますが、三つ目のご質問でお答えしましたとおり、現時点で会員が発

注者から直接業務を受託するケースは想定しておりません。町といたしましても、現在、青森県シル

バー人材センター連合会において、県内のセンターに向けたインボイス制度の研修等を実施し、情報

共有を図っているところでありますので、町シルバー人材センターの安定的な事業経営に支障を来す

ことのないよう、適切に対応してまいりたいと思います。以上であります。 
議　長（船橋健人君）はい、亀田弘徳君。（「はい」の声あり） 
４　番（亀田弘徳君）まず、１番目の地域経済縮小に関するものの三つ目の質問についての再質問を

させていただきます。 
　私、三つ目の質問では、やっぱり地場の会社、資本というのが平内町に根づいて、そこで事業を展

開するのが一番いいのではないかなと考えての質問でありました。現在、青森県の中では、ホタテ以

外には鮭といいますか、サーモンの養殖産業が普通に会社資本として入ってきて、事業を開始してい

て、今のところホタテ養殖産業についてはそういったものが目に見える形ではなってはいないんです

が、例えばサーモンファームのような感じで陸奥湾ホタテファームという会社資本が入ってきたとき

に、それが平内町に法人格の籍を置くのでなくて外に置いていて事業活動をして、出た収益とかとい

うのをいろいろ利益を上げるような事態になった場合、陸奥湾の半分近くが平内町で養殖されている

ホタテなのに、法人格が外にあって平内町にお金が落ちてこないというようなことになると、これは

また大変なことになるなと思いまして、それよりであれば、先に町と町にいる漁業者の皆様が何とか

地場資本を形成して会社組織というのを立てて運営を進めていくのが一番いいのではないかなと思っ

て質問させていただきました。 
　これについて、改めて漁業者の皆さんへの意識というか、お願いみたいなのをするつもりがあるか

どうかについてちょっとお伺いしたいと思います。（「議長」の声あり） 
議　長（船橋健人君）はい、畑井課長。 
水産商工観光課長（畑井幸治君）亀田議員のご質問にお答えいたします。 
　今、議員ご指摘のとおり、会社、企業組織化というところでございますけれども、漁協さんともお

話したところ、なかなかその辺には向いていないというようなお話は聞きます。というのは、やはり

高齢というところもあるんですけども、これから起業というふうに考えると、やはりそういった部分

に考えて今後１０年２０年、今、会社を起こしてやっていけるのかどうかという不安はやはり漁業者

の方にもあるとは思うんです。そしてまた、会社、起業することによって、社会保険であったり年金

であったり、そういったところの部分も考えていくと、やはり漁業者に対してはなかなかその辺につ

いて向かっていけるのかなというところには行かないというふうに考えてございます。ただ、今後そ

ういった感じで漁業者さんのほうからそういったお話があれば、町といたしましてはそういった相談
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に乗っていきたいというふうに考えておりますので、ご理解願います。以上です。 
議　長（船橋健人君）はい、亀田弘徳君。（「はい」の声あり） 
４　番（亀田弘徳君）続きまして、次の四つ目の人材供給に関する質問ではありますけれども、今現

在は漁業体験教室というのを行っていて、平内町で育つ子供たちに漁業に関する関心を持ってもらう

という形で取組を進めているということではありますが、私としては、できることなら職業訓練校み

たいなもの、あるいは職業訓練プログラムのようなものを平内町に学校なり教育施設なりというもの

を置いて、陸奥湾全体のそうしたホタテ養殖産業をやる漁業者の皆さんの本当の若手、将来の若手を

育成するために、若者たちを呼んできて、こうした訓練を施して、また陸奥湾のホタテ産業に取り組

んでもらいたいなというのを想定しての質問でありました。この職業訓練制度あるいは職業訓練校の

ようなものを創設することについて、町の考えをお聞かせください。 
議　長（船橋健人君）はい、畑井課長。（「はい」の声あり） 
水産商工観光課長（畑井幸治君）亀田議員のご質問にお答えいたします。 
　議員ご指摘のとおり、教育機関ということでのお話でございますけれども、まずは町といたしまし

ては、小学生、子供たちに町の漁業であったり、そういう現状を知っていただくことによって、やは

り今後そういう職業に就きたいなみたいなところでこの事業をやってございます。ただ、教育機関に

なりますと、やはり学校をつくったりするというところに関しましては、やはり予算等のこともあり

ますので、なかなか今、現状は難しいというふうに考えてございます。ただ、先ほど町長の答弁にも

ございましたけれども、県で賓陽塾ということで、新規の漁業者に対しても募集して漁業について学

んでいるということもやっておりますので、その辺につきましては今後、県のほうとも連携できるも

のであればちょっと考えていきたいというふに考えておりますので、ご理解願います。以上です。 
議　長（船橋健人君）はい、亀田弘徳君。（「はい」の声あり） 
４　番（亀田弘徳君）答弁ありがとうございます。 
　この人口減少と地域経済縮小に対して、人口減少を止めるホタテ養殖産業の育成確保が必要だとい

うことで質問させていただきました。できるならば県や関係者の方々に問題の共有を図っていただい

て、問題解決に一歩でも二歩でも進むような形にしていただければなと思います。 
　それでは、二つ目のインボイス制度とシルバー人材センター事業についての質問の再質問ですけれ

ども、これは簡単に１点だけお聞きするんですけれども、現在のところはシルバー人材センターのほ

うが消費税を払うという形で話を進めていくということではありました。実際にインボイス制度が導

入されて動いてしまってから動かしてみて、また問題か何かが出てくるのかなとは思っております。

そうしたときに、例えばシルバー人材センターと会員との間でインボイス制度に関していろいろな取

組がなされると思いますけれども、この作業料金の引上げなどはあると思いますけれども、このイン

ボイス制度が発行されてから実際に動かしてみて何か問題が生じたときに、もう一回それをフィード

バックして問題の認識と解決を行うというのは大体いつぐらいを目途にして行うのかというのをお聞

きしたいと思います。（「はい、議長」の声あり） 
議　長（船橋健人君）はい、塩越課長。 
福祉介護課長（塩越信子君）亀田議員のご質問にお答えいたします。 
　今年の１０月からインボイス制度が始まって、町のシルバー人材センターについてもそれに向けて

準備を進めているところでございますが、実際に始まってから起こる問題というのはもしかしたらあ

るのかもしれません。また、それに対応していく必要もあるかと思いますが、何せ初めての制度であ

りますので、実際に運営してみないと分からないところというのはたくさんあるかと思います。フィ
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ードバックというのがいつの時期になるかというのは今の時点では想定しておりませんが、早めの対

応をお願いしたいと考えております。以上です。 
議　長（船橋健人君）以上で亀田弘徳君の一般質問を打ち切ります。 
　ここで、昼食のため暫時休憩いたします。 
　会議の再開は午後１時３０分となりまので、よろしくお願いします。 
　　　　　（午後０時０８分）　休憩 
　　　　　（午後１時３０分）　再開 
議　長（船橋健人君）休憩を取り消し、会議を再開します。 
　通告に基づき、５番田中茂勝君の登壇を許します。（「議長」の声あり）はい、５番田中茂勝君。 
５　番（田中茂勝君）田中茂勝でございます。通告に従いまして、一般質問を行います。 
　初めに「青年の組織化について」をお尋ねいたします。 
　平内町のホームページには、住民基本台帳による年齢別人口統計表が示されております。令和５年

２月１日現在の平内町の人口は１万とんで１６６人であり、このうちの１８歳から３５歳までの人口

を見てみれば１，１３４人となっております。２０年前と比較すれば、約４割程度まで減少しており

ます。 
　かつては、平内町の青年組織といえば各集落に青年団があり、町には連合青年団があって、まちづ

くりの中心的な担い手として大きな役割を果たしてきましたが、少子化や生活様式の多様化、農業の

衰退、高校・大学への進学率増加、都市部への就職などによって、組織は自然と消滅しました。 
　現在、平内町の青年組織といえば、地区の消防団や商工会青年部、農協青年部、漁業研究会などが

挙げられ、青年が集い、事業を行い、仲間をつくる組織として位置づけられるのではないでしょうか。

しかし、これらの団体は目的を持った団体であることから、目的以外の活動はおのずと制限されるこ

ととなります。 
　いつの時代においても、青年には悩みがあります。仕事のこと、結婚のこと、地域のこと、将来の

こと、さらには自分の存在意義など、数多くの悩みがあることと思います。これらの悩みを話したり

相談に乗ったりする同世代の若者が近くにいることはとても大切なことです。この地域に住む青年が

性別や職業、思想、信条、年齢にかかわらず、自由に話をすることができ、ボランティア活動やスポ

ーツ活動などで交流し、理解しようとすることは刺激的で自己の成長にもつながり、魅力ある確かな

地域づくりにつながると考えております。 
　社会教育の現場を見たとき、生活様式の多様化と個人志向の高まる中で、行政が助言や教育プログ

ラムの提示などを行うことは非常に厳しいものがあることは理解でき、対応も難しいものと考えます

が、青年、青少年の組織化は、各地域の活性化や連帯感、人づくりにつながり、近い将来訪れるであ

ろう平内町の人口減少時代には有用であり、布石となるものだと考えます。 
　このことから、当町の青年の組織化について、その現状と今後の取組についてお伺いいたします。 
　次に、「マイナンバー制度について」お尋ねいたします。 
　マイナンバー制度は、行政手続等における特定の個人を識別するための制度であり、行政機関の情

報連携により各種の行政手続における添付書類の省略などが可能となることや、民間のサービスにお

いても本人確認等ができ、利用者にとってはとても便利なものであると考えます。マイナンバーカー

ドの交付は２０１６年１月から開始されておりますが、昨年からはマイナポイントの付与等もあって

か、急に申請率、交付率が増加しているようでございます。 
　そこで、次の４点についてお伺いいたします。 
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　１点目は、マイナンバーカードの交付率についてです。２０２３年、１月末における人口に対する

交付枚数率は、全国では約６０．１パーセント、青森県では５７．５パーセント、当町においては６

０．８パーセント、２月末では６５．７パーセントとなっておりますが、１月末の全国の町村別上位

１０団体の１位は９６．８パーセントであり、１０位は８１．３パーセントであります。当町の交付

枚数率を上げるためのこれまでの取組と全国上位の交付枚数率に近づけるための今後の取組について

お伺いいたします。 
　２点目は、行政手続を簡素化できるマイナンバーカードであると思いますが、個人情報の漏えいの

リスク、セキュリティー体制の不信感や銀行口座との紐づけへの不安等により、つくりたがらない方

もいるようですが、これらの不安を解消するための対応についても必要と考えますが、対応と対策に

ついてお伺いいたします。 
　３点目は、これまでにマイナンバーカードに関する詐欺の事例が各地から報告されております。例

えば、お金を支給するので振込先の口座番号を教えてほしいとか、マイナンバーカードの通知カード

は届きましたか、届いたかどうか確認していますのでカードに書かれている１２桁の番号を教えてく

ださいなどなど、たくさんございますが、当町での事例はあるのでしょうか。また、注意喚起の対応

はどのようになっているのか、お尋ねいたします。 
　最後の４点目は、マイナンバーカードの交付率が低い自治体に対して、交付金などに制限を加える

というような国からの通達は発せられているのでしょうか。発せられているとすれば、当町ではどの

ような影響があるのでしょうか。また、そのような国の対応について、町長はどのように受け止めて

いるのかお伺いいたしまして、壇上からの質問を終えます。（「はい、議長」の声あり） 
議　長（船橋健人君）はい、町長。 
町　長（船橋茂久君）それでは、田中茂勝議員のご質問にお答えをいたします。 
　まず、第１点目の「青年の組織化について」でありますが、かつて、まちづくりの中心的な役割を

果たしていた連合青年団は、３０年ほど前に少子化や若者の都市への流出などが原因で会員が減少し、

活動が停止となったものでございます。こうした人口減少により地域コミュニティーが機能しなくな

る地域文化や伝統文化の消滅など、様々な問題が発生してしまいます。当町においても、現在、伝統

芸能の継承者が育たない理由の一つとして、高校卒業時に進学や就職などにより転出する若者が多い

ことが課題となっています。 
　さて、現在の町の取組についてでございますが、若年層の定着を図るべく、医療費や給食費の無償

化等をはじめ、「地域のお宝物語」実践事業や地域学校協働活動を行い、地域づくりの担い手育成の充

実のため、家庭教育、学校教育、社会教育が一体となって地域活動を実践する人材の確保及び地域の

将来を担うリーダーの養成に努めているところですが、思うような結果に結びついていないのが現状

でございます。 
　今後は、現在の事業を継続し、若者たちの流出にストップをかけるため、若い世代の自己有用感や

地域愛を育むことで町内への定着につながることを目的に、若者をサポートしながら集う場所を提供

するため、成人式等を利用し、若者はどういったことを望んでいるのか、ニーズ調査を実施し、把握

に努め、今後の若者が集う仕組みづくりと地域の活性化や人づくりにも取り組んでいきたいと考えて

おります。 
　次に、２点目の「マイナンバー制度について」でありますが、マイナンバーカードの発行について

は、マイナンバー法に基づき、「公平・公正な社会の実現」、「行政の効率化」、「国民の利便性の向上」

を目的とした制度でございます。ご承知のように、国ではデジタル社会の構築を実現するため、令和
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４年度末までにほぼ全ての国民がマイナンバーカードを取得できるよう、強力に推進しております。 
　さて、ご質問の一つ目「交付枚数率を引き上げるための取組について」でありますが、当町では、

広報紙やホームページ等による周知のほか、定期的に防災無線による呼びかけを行っております。ま

た、新型コロナウイルスワクチン接種会場、プレミアム商品券販売会場や町内の事業所等へ職員が出

向いて出張申請サポートを実施しました。そしてまた、行政連絡員の方へ普及を促す周知依頼や、町

民の方が取得申請や交付を受けやすい体制を整えるため、週に２日の時間外延長や令和４年１２月か

ら３月までの予定で第２日曜日の窓口を開庁して取り組んでおります。そのほか、管内の郵便局や全

国の携帯電話ショップにおいても、無料で申請サポートを３月末まで実施することにしています。今

後も、取得状況を踏まえて、実施可能な取組を継続して交付枚数率の向上を図ってまいりたいと考え

ております。 
　次に、二つ目「不安解消のための対応について」でありますが、田中議員ご指摘のとおり、不安等

により一部の方が申請をためらっていると推測されますが、活用方法や疑問点を掲載したリーフレッ

トを今年度２回毎戸配布しており、問合せがあった場合には安全性やセキュリティー対策の説明を丁

寧に行い、理解を得るように努めております。 
　次に、三つ目「マイナンバーカードに関する詐欺の事例について」でありますが、青森警察署へ確

認したところ、管轄内では関連した詐欺による認知件数の記録はないということでした。これまで注

意喚起は行っておりませんでしたが、今後、関係機関と連携して対応してまいりたいと考えておりま

す。 
　次に、四つ目「マイナンバーカードの交付率が低い自治体への国からの通達についてでありますが、

令和５年２月末時点において国からは正式な通知文はないものの、県の財政部局等からは資料提供が

あり、その内容としましては、国では令和４年６月７日に閣議決定したデジタル田園都市国家構想基

本方針の中に、令和５年度からマイナンバーカードの普及状況等も踏まえつつ、マイナンバーカード

の交付率を普通交付税における地域のデジタル化に係る財政需要の算定に反映することについて検討

することとしております。具体的には、地方財政計画において増額されたマイナンバーカード利活用

特別分（５００億円）については、全ての市町村において基準財政需要額を増額するように算定する

こととし、その上で、マイナンバーカードの交付率が上位３分の１の市町村が達している交付率以上

の市町村については、当該市町村のマイナンバーカードの交付率に応じた割増率により算定する普通

交付税の算定方法の改正を示していることから、マイナンバーの交付率によって普通交付税減額など

の罰則制度の導入は今のところ行われないものと考えております。 
　今後の取組といたしましては、用途拡大をすることでマイナンバーカードの活用を促す方向性が強

まっており、令和６年の秋には現行の健康保険証を廃止してマイナンバーカードに一本化することや

運転免許証との一本化も進める予定となっておりますので、引き続きその必要性について周知啓発を

図り、普及を促進していきたいと考えております。以上です。 
議　長（船橋健人君）はい、田中茂勝君。 
５　番（田中茂勝君）青年の組織化ということについては、大変難しいものがあるというふうに私自

身も考えております。やはりその青年が組織するというふうなことは、これは目的がある程度なけれ

ばならない。その目的が個別なことではなくて、いわゆる仲間づくりである、自分の成長につながる

ものだというふうな抽象的な言葉にはなるんですけれども、そういうふうな目的がないというと組織

化はできないものだなというふうに思います。 
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　最近では、ＳＮＳとかそういうふうなものが若い人たちみんな使っております。ＬＩＮＥ、コミュ

ニティーとか、そういうふうなものがあると聞いております。 
　私がこの質問をするに当たって、一番最初に頭に浮かんだことは、平内町の少子化でございます。

私たちが若い頃には、いわゆる研修というふうな中で、女性が一生のうちに子供を何人生むのかと、

それが２．８とかという数字でありました。これは大変なことだというふうなことで、私たちは、い

ややっぱり結婚をして子供をつくらなければならないなというふうなことを考えたこともございます。

やっぱり、今にしてみれば一転幾らか、ずっとずっと小さな数字になっておるわけですが、やはり若

い人たちには様々な情報を、正しい情報を伝えていかなければならないなというふうに思います。そ

ういうことが脳裏に浮かびまして、今回のテーマになったわけでございます。 
　どうか、社会教育法が１９９９年ですか、その頃に、ちょっと年代は忘れましたけれども、改正さ

れまして、青年教育とか青年教室とか、そういう文言が削除されました。そういうこともあって、行

政は特段そういうふうなことが義務化されてはいなくなったというふうに聞いております。そういう

ふうな状況ではございますが、やっぱり我が町の将来を考えた青年の教育というふうなものをこれか

ら考えていただきたいということを要望いたします。 
　それから、マイナンバーカードの交付率についてでございます。１月末より２月末で４．９パーセ

ントも増加したと。これは本当に、我が町の人口に対する４．９パーセントといえば大体５００人近

くになるわけです。その間、対応に当たられた担当課、あるいは職員の皆さん、本当にご苦労さまで、

大変であったなというふうなことだと思います。これからもあろうかと思いますけれども、先ほど町

長も時間外での対応もしたというふうなことでございまして、これからも大変だろうとは思いますが、

どうか今後とも力を尽くしていただきたいということ、ご労苦をねぎらって質問を終えたいと思いま

す。 
議　長（船橋健人君）５番田中茂勝君の一般質問を打ち切ります。 
　以上で一般質問を終わります。 
───────────────────── ◇ ───────────────────── 
　　　日程第２　質　　疑 
議　長（船橋健人君）日程第２、「議案第１号」から「議案第１０号」まで及び「報告第２号」、「報告

第５号」、「報告第６号」並びに「議案第１１号」から「議案第３１号」までの以上３４件を議題とし、

質疑を許します。（「議長」の声あり）はい、亀田弘徳君。 
４　番（亀田弘徳君）亀田弘徳です。 
　先日、令和５年第１回平内町定例会初日、町長から提出議案の要旨説明がありました。本定例会で

は、令和５年度の予算審議が行われます。詳細な審議は予算特別委員会で行われるということになる

でしょうけれども、審議に先立ちまして、予算編成に関して、町の施政方針、予算編成における基本

的な考えを問うべく、令和５年度の一般会計予算の幾つかについて質問させていただきたいと思いま

す。 
まず、学校給食費の無料化に関連した予算についてです。教育費の負担金が昨年度の分と令和５年

度の分を比べると負担金ということがなくなっているわけですけれども、提出議案の要旨説明の中で、

町長は町の未来を担う子供たちに向けての政策を喫緊の課題と捉えて小中学校の児童生徒への給食費

の完全無償化を実施する旨、説明されました。小中学校の児童生徒への給食費の完全無償化について

は、以前より議会で何度か質疑されていたものでありまして、これに応えたものと考えております。

これまで町議会で積み重ねられてきた議論の中では、給食費の完全無償化には財源措置に課題がある
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ということで実施が繰り延べられてきておりまして、また、令和４年度の給食費の無償化の実施は、

３学期に当たる令和５年１月から３月のみで試みている状況であったと記憶しております。給食費の

無償化を一般財源で賄うとすれば、町の優先したいほかの事業の実施について財源措置が厳しくなり、

予定の繰延べが発生するおそれがあるためということでありました。しかしながら、町長は給食費の

完全無償化に踏み込みました。 
　本年１月、岸田首相が施政方針演説で、こども・子育て政策について、急速に進展する少子化によ

り我が国は社会機能を維持できるかどうかの瀬戸際である、子どもファーストの経済社会をつくり上

げ、出生率を反転させなければならない、こども・子育て政策は最も有効な未来への投資であるとし、

若者世代の負担増の抑制を図るとの発言に意を強くし、町の未来を担う子どもたちに向けての政策を

実現させる、その決意の表れと考えております。 
　この給食費無償化を実現する上で、財源の措置について町の考えをお伺いいたします。 
　まず、事業に充てる財源は一般財源かどうかをお尋ねいたします。一般財源であるとすれば、国、

県で例えば３分の１ずつ補助がある事業に用いれば３倍の金額となって、その分の仕事ができるとい

うことになりますし、事業後に交付税での還付のある事業へ回せば、還付された金額をまた別の事業

に使えるということになりますが、一般財源のみで事業を行うとすれば財源を膨らませることができ

ず、財政運営は苦しくなる部分があるかと思います。この点について、町の考えをお伺いします。 
　岸田首相が年頭に異次元の少子化対策を言い、また、施政方針演説でこども・子育て政策を最も有

効な未来への投資だと宣言しました。町長はその国の発言を信じ、未来への投資であると考えたから

こその一般財源での給食費無償化に踏み込んだのだと考えております。その信念をお伺いしたいと思

います。 
　また、子どもへの投資ということであれば、給食費無償化は大きな取組だと思いますが、ほかに取

り組んでいる事業について、政策パッケージと捉えてほかのものをお伺いしたいと思います。 
　次に、給食費無償化に取り組んだ場合、財政運営で切り詰めや工夫を凝らしたものがあると思われ

ますが、その切り詰め、工夫についてどのようなことを行っているか、お伺いいたします。 
　質問は以上です。（「はい」の声あり） 
議　長（船橋健人君）はい、町長。 
町　長（船橋茂久君）まず、小学生、中学生への給食費の無償化ということで、どういう思いでやっ

たのかということでございます。 
　まず、岸田首相が申しあげておりますように、まず子どもは国の宝でございます。もちろん町の宝

です。その将来ある子どもたちに対して、今できること、最低限できることをまずしておこうと。そ

のためには、まず一生懸命頑張ってくれと。将来この平内町を担う若い子どもたちのために、そうい

うことを考えました。まず、せめて食べるものだけでもきちっと与えようと、それが大前提でござい

ます。そのほかにいろいろな予算もございますが、とにかく子どもたちに教育環境のいい中で勉学し

てもらおうという思いでやったものでございます。以上です。（「はい、議長」の声あり） 
議　長（船橋健人君）はい、工藤指導監。 
総務課指導監（工藤英仁君）亀田議員のご質問についてお答えします。 
　まず、給食費無償化による歳入の減額分について、こちらにつきましては一般財源での対応となり

ます。岸田内閣による少子化に対する政策の中で、国庫補助や交付税による財政措置、また県におい

ても知事選後の政策転換について、仮にこの給食費に対して直接的な補助や財政措置がないとしても、

他の部分の少子化政策でこれらの補助金や財政措置がなされるのであれば包括的に財源を捻出する機
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会につながりますので、今後、国、県の動向を注視してまいります。 
　次に、少子化に対する他の事業の取組に関するご質問ですが、子どもの医療費無償化に関しまして

は高校生まで拡充をいたしました。また、保育料におきましても、国の無償化の対象とならない部分

へ当町独自に無償化としております。また、インフルエンザワクチン接種料も無償化しておりますし、

そして、きめ細やかな教科指導を目的とした当町単独での教員配置もしております。そのほかにも細

かい部分で様々な事業に取り組んではおりますけども、少子化に直接効果が期待できる平内町で子ど

もを育てたい環境、制度づくりの中で代表的な医療、教育分野の政策パッケージとして取り上げさせ

ていただきます。 
　そして、これら政策に対しての財源の捻出及び財政運営の工夫に関してのご質問ですが、町の事業

実施に関しては、補助金の活用、交付税算定等、財政措置のある分野に関して優先して予算配分をし

ております。また、町債に関しましても、過疎債や緊防債を代表とする充当率、その元利償還に対す

る交付税算入率等、有利なものを可能な限り借入れして一般財源の縮小に努めております。 
　財政運営に関しましては、電気料をはじめとし、物価の高騰に伴う経常・臨時経費全般が増大して

おります。また、町所有の公共施設に関しましても、更新、修繕に関して、これまで優先度が低く先

送りされてきたことから危険性が生じ、安全性の確保に向けた修繕及び予防的な修繕に関する経費が

増大し、目下のところ財政運営を圧迫しております。 
　財政運営を取り巻く環境が厳しい中にあって、一般財源の不足、確保にはいかんともし難い要素も

ありますが、それに備えてこれまで財政運営の中で歳入超過部分については財政調整基金、公共施設

等整備基金に積極的に積立てをしてきましたし、毎年の予算編成におきましては、歳入の確保と歳出

の削減について厳しく予算査定をして緊縮財政運営に努めております。 
　また、ふるさと納税等、町の事業者、お店が懸命に努力し、返礼品を充実させることで、徐々にで

はありますが、歳入額が増加しているという明るい話題もあります。 
　いずれにいたしましても、財源の確保と無駄な経費削減の取組に関しては、一般会計のみならず、

特別会計におきましても職員一丸となって取り組んでおります。ご理解とご協力をお願いいたします。 
議　長（船橋健人君）はい、亀田弘徳君。 
４　番（亀田弘徳君）再質問というわけではないんですけれども、１点、給食費無償化のときのお願

いに近いような問いただしにはなるんですけれども、給食費を無償化する上で、私、以前、食育とい

うことで何年か前にちょっとお話を聞いていたときに、平内町の給食は他市町村のものに比べておい

しいというお話があるというのを聞いた覚えがあります。給食費を無償化すると、私が懸念していた

のは、父兄の方々今まで出されていた給食費がなくなって町が出すということになると、父兄の方々

が子どもたちが食べている給食に関して関心が薄れてしまうというのが懸念されます。そのときに、

どうしても一般財源だけでやるとなるとコストカットということが頭をよぎって、給食のおいしさと

いうのがコストカットの圧力に負けはしないかということを懸念しております。 
　食育ということを考えるのであれば、給食費を無償化しても、平内町の給食はおいしいというとこ

ろを保っていただければなと思っております。 
　それから、いただいた答弁は大変うれしい答弁ではあります。結局、国にちょっと私、この機会に

一言ちょっと言いたい部分もありまして、岸田総理がこうして異次元の少子化対策をやるんだという

ことで、私どもの基礎自治体の町長が、そういうことであれば給食費の無償化に全面的に力を振ると

いうことで今予算化されたわけではありますけれども、国のほうも例えば過年度の事業に対して後か

ら払いでもいいので、できれば自治体がこうしたことに取り組んでいる、努力していることに対して
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何か報いてほしいなという気持ちはあります。 
　私からは、まず給食はおいしく、そのまま保ってほしいというお願いをちょっとさせていただきた

いと思います。 
議　長（船橋健人君）答弁は。 
４　番（亀田弘徳君）大丈夫です。要りません。 
議　長（船橋健人君）そのほか、質疑はありませんか。 
　　　　　（「なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）質疑を終結することにご異議ありませんか。 
　　　　　（「異議なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）異議なしと認め、質疑を終結します。 
───────────────────── ◇ ───────────────────── 
　　　日程第３　予算特別委員会設置 
議　長（船橋健人君）日程第３、予算特別委員会の設置を議題とします。 
　お諮りします。 
　「議案第１号」から「議案第１０号」までの各案件は、１０人の委員をもって構成する予算特別委

員会を設置し審査することにしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 
　　　　　（「異議なし」の声あり） 
議長（船橋健人君）異議なしと認めます。 
　したがって、「議案第１号」から「議案第１０号」までの以上１０件については、１０人の委員をも

って構成する予算特別委員会を設置し審査することに決定しました。 
───────────────────── ◇ ───────────────────── 
　　　日程第４　議案付託 
議　長（船橋健人君）日程第４、議案の付託を行います。 
　「議案第１号」から「議案第１９号」まで、「報告第２号」、「報告第５号」、「報告第６号」並びに「議

案第２９号」から「議案第３１号」までの各案件は、お手元に配付の議案付託表のとおり予算特別委

員会及び各常任委員会に付託することにご異議ありませんか。 
　　　　　（「異議なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）異議なしと認めます。 
　　したがって、以上の各案件は、議案付託表のとおり各委員会に付託することに決定しました。 
───────────────────── ◇ ───────────────────── 
　　　日程第５　陳情付託 
議　長（船橋健人君）日程第５、陳情の付託を行います。 
　陳情文書表の要旨を事務局長に朗読させます。 
議会事務局長（佐々木一成）それでは、陳情文書表の朗読をいたします。 
　受理番号、陳情第１号。 
　受理年月日、令和４年１２月２６日。 
　件名、日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土の安

全の保障を求める陳情。 
　陳情者の住所、氏名、沖縄県宜野湾市喜友名１－２０－１１、コドソラ代表、与那城千恵美。 
　陳情の要旨。沖縄県において、米軍機による落下物事故および低空飛行・騒音の被害が生じている
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ことは周知の事実である。特に、市の真ん中に普天間飛行場を抱える宜野湾市においては、その影響

が大きい。そこでは市民の生命や安全が脅かされ、学童・園児の学びに影響が出ているという現実が

ある。 
　２００４年８月の沖縄国際大学構内への米軍ヘリ墜落事故、２０１７年１２月に緑ヶ丘保育園に米

軍機のものと見られる部品が落下した事故、同年１２月の普天間第二小学校庭への米軍機窓枠落下事

故、２０２１年１１月の米軍機から落下した水筒が民家の玄関先で見つかった事故などが相次いで生

じている。 
　また、宜野湾市の水道水や湧き水から有機フッ素化合物ＰＦＡＳが検出されている。さらに、２０

２２年８月の市民グループによる調査では普天間第二小の土壌から最大で米軍基準値の２９倍のＰＦ

ＡＳが検出された。これは、「わが国全土に渡って」保障されるはずの自由と平等がないがしろにされ

ている状況であると言わざるを得ない。 
　以上の趣旨から、日米両政府は、宜野湾市民の空の安全を確保することに努めるべきであり、水や

土の汚染についても早急に対応するよう、国及び衆議院、参議院に意見書を提出してくださるよう陳

情いたします。 
　付託委員会、総務福祉常任委員会。 
　以上で陳情文書表の朗読を終わります。 
議　長（船橋健人君）会議規則第９５条の規定により、「陳情第１号」は総務福祉常任委員会に付託し

ます。 
　以上で、本日の日程は終了しました。 
　お諮りします。７日及び８日は予算特別委員会開会のため、また、９日は各常任委員会開会のため、

休会にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 
　　　　　（「異議なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）異議なしと認めます。 
　したがって、７日から９日までの３日間は休会となります。 
　来る３月１０日は午前１０時から会議を開きます。 
　なお、予算特別委員会は３月７日午前１０時より議場に招集します。 
　本日はこれにて散会します。 
　どうもご苦労さまでした。 
　　　（午後２時１１分）　散　会 
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令和５年第１回平内町議会定例会会議録（第３号） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年３月１０日　 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――　 
本日の会議に付した事件　 

　日程第　１、予算特別委員会報告 
　日程第　２、総務福祉・経済文教常任委員会報告 
　日程第　３、議案第２０号　平内町個人情報の保護に関する条例案 
日程第　４、議案第２１号　平内町情報公開・個人情報保護審査会条例案 

　日程第　５、議案第２２号　平内町情報公開条例の一部を改正する条例案 
日程第　６、議案第２３号　平内町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案 
日程第　７、議案第２４号　平内町国民健康保険条例の一部を改正する条例案 

　日程第　８、議案第２５号　平内町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条 
例の一部を改正する条例案 

　日程第　９、議案第２６号　平内町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定 
める条例の一部を改正する条例案 

日程第１０、議案第２７号　平内町道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例案 
日程第１１、議案第２８号　平内町病院事業会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を 

改正する条例案 
日程第１２、発議第 １ 号　人権擁護委員候補者の推薦についての意見案 
日程第１３、発議第 ２ 号　平内町議会議員の議員報酬等の特例に関する条例案 
日程第１４、発議第 ３ 号　平内町議会の個人情報の保護に関する条例案 
日程第１５、議員派遣について 

（追加日程） 
日程第１６、発議第 ４ 号　普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土の安全の保障 

を求める意見書案 
　（町長挨拶）　 
閉会 

──────────────────────────────────────────── 
出席議員　１０名 

　議　長　船　橋　健　人君　　副議長　木　村　良　一君　　２　番　田　中　　　大君 
　３　番　小笠原　智鶴子君　　４　番　亀　田　弘　徳君　　５　番　田　中　茂　勝君　　 
６　番　太　田　満　則君　　８　番　倉　内　清　一君　　９　番　佐々木　德　正君 
１０番　田　中　光　弘君　　 

──────────────────────────────────────────── 
欠席議員　なし　　 

──────────────────────────────────────────── 
地方自治法第１２１条による出席者職氏名 

町　　　　　長　船　橋　茂　久君　　　副　　町　　長　山　田　光　昭君 

総務課長・選挙管理委員会事務局長　倉　内　　　仁君　　　総務課指導監　工　藤　英　仁君 
　企画政策課長　田　中　正　美君　　　税 務 課 長　渡　邊　仁　志君 
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町 民 課 長　工　藤　隆之進君　　　福祉介護課長　塩　越　信　子君 
福祉介護課指導監　竹　達　暁　教君　　　健康増進課長　松　山　秀　子君 
健 康 増 進 課 指 導 監　大　水　　　要君　　　農政課長・農業委員会事務局長　飯　田　千代志君 
水産商工観光課長　畑　井　幸　治君　　　地域整備課長　佐々木　隆　志君 
地域整備課上下水道管理室長　近　藤　　　吏君　　　会 計 管 理 者　飯　田　剛　志君 
平内中央病院事務局長　小　形　正　樹君　　　消防監消防署長　木　村　秀　人君 

　教 育 長　渡　辺　伸　一君　　　学校教育課長　須　藤　鉄　博君 
生涯学習課長　船　橋　英　樹君　　　代表監査委員　加　藤　隆　弘君　　　　　 

───────────────────────────────────────────── 
事務局出席者職氏名 

議会事務局長　佐々木　一　成　　　事務局長補佐　片　山　潤　一 

─────────────────────────────────────────────　 
　　　振鈴（午前１０時　開　議） 
議　長（船橋健人君）皆さんおはようございます。 

ただいまから、本日の会議を開きます。出席議員が１０人でありますので、会議は成立しま

す。 
本日の会議は、議事日程表第３号により進めます。 

　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 ◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
日程第１、予算特別委員会報告 

議　長（船橋健人君）日程第１、予算特別委員会から議案審査の報告書が提出されました。 
会議規則第３７条の規定により「議案第１号」から「議案第１０号」までの１０件を一括し

て議題とします。予算特別委員長の報告を求めます。（「はい、議長」の声あり）４番亀田弘徳

君。 
予算特別委員会委員長（亀田弘徳君）予算特別委員会の議案審査の報告をいたします。 
当委員会に付託されました「議案第１号　令和５年度平内町一般会計予算案」、「議案第２号　令和

５年度平内町国民健康保険特別会計予算案」、「議案第３号　令和５年度平内町国民健康保険平内中央

病院事業会計予算案」、「議案第４号　令和５年度平内町水道事業会計予算案」、「議案第５号　令和５

年度平内町特殊索道事業特別会計予算案」、「議案第６号　令和５年度平内町農業集落排水事業特別会

計予算案」、「議案第７号　令和５年度平内町漁業集落環境整備事業特別会計予算案」、「議案第８号　令

和５年度平内町公共下水道事業特別会計予算案」、「議案第９号　令和５年度平内町介護保険特別会計

予算案」、「議案第１０号　令和５年度平内町後期高齢者医療特別会計予算案」以上１０件について、

３月７日、８日審査会を開き慎重審査の結果、いずれも「可決すべきもの」と決定しましたので報告

いたします。 
議　長（船橋健人君）ただいまの報告に対し、質疑を許します。 

　　　　　　（「質疑なし」の声あり） 

議　長（船橋健人君）質疑なしと認めます。これより討論を行います。 

（「討論なし」の声あり） 

議　長（船橋健人君）討論なしと認めます。これより採決します。 

　「議案第１号」から「議案第１０号」までの１０件を一括して採決いたします。 
お諮りします。「議案第１号」から「議案第１０号」までの、１０件は、委員長報告は、いずれも「可
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決すべきもの」であります。本案は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。 
　　　　　　 （「異議なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）異議なしと認めます。 
　したがって、「議案第１号」から「議案第１０号」までの１０件は委員長報告のとおり「可決」

されました。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

日程第２、総務福祉・経済文教各常任委員会報告 

議　長（船橋健人君）日程第２、総務福祉・経済文教の各常任委員会から、議案の審査報告書

が提出されました。会議規則第３７条の規定により「報告第２号」、「報告第５号」、「報告第６

号」、「議案第１１号」から「議案第１９号」、「議案第２９号」から「議案第３１号」及び「陳

情第１号」の以上１６件を一括して議題とします。 
　はじめに、総務福祉常任委員長の報告を求めます。（「はい、議長」の声あり）はい、１０番

田中光弘君。（「はい」の声あり） 
総務福祉常任委員会委員長（田中光弘君）総務福祉常任委員会の議案審査の報告をいたします。 
当委員会に付託されました「報告第２号　専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

〔令和４年度平内町一般会計補正予算〕」のうち所管部分、「報告第５号　専決処分した事項の報告及

び承認を求めることについて〔令和４年度平内町一般会計補正予算〕」のうち所管部分、「報告第６号　

専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて〔令和４年度平内町一般会計補正予算〕」の

うち所管部分、「議案第１１号　令和４年度平内町一般会計補正予算案」のうち所管部分、「議案第１

２号　令和４年度平内町国民健康保険特別会計補正予算案」、「議案第１８号　令和４年度平内町介護

保険特別会計補正予算案」、「議案第１９号　令和４年度平内町後期高齢者医療特別会計補正予算案」、

「議案第３１号　青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び青森県市町村総

合事務組合の規約の変更について」以上８件について、３月９日審査会を開き慎重審査の結果、報告

については、いずれも「承認すべきもの」議案については、いずれも「可決すべきもの」と決定しま

したので報告いたします。また、付託を受けていた「陳情第 1号　日本全体で解決すべき問題として、

普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土の安全の保障を求める陳情について」３月９日審

査会を開き慎重審査の結果「採択すべきもの」と「決定」しましたので報告いたします。 

議　長（船橋健人君）ただいまの報告に対し、質疑を許します。 

　　　　　　（「質疑なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）質疑なしと認めます。 

続いて、経済文教常任委員長の報告を求めます。（「はい、議長」の声あり）はい、４番亀田

弘徳君。（「はい」の声あり） 
経済文教常任委員会委員長（亀田弘徳君）経済文教常任委員会の議案審査の報告をいたします。当

委員会に付託されました「報告第２号　専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて〔令

和４年度平内町一般会計補正予算〕」のうち所管部分、「報告第５号　専決処分した事項の報告及び承

認を求めることについて〔令和４年度平内町一般会計補正予算〕」のうち所管部分、「報告第６号　専

決処分した事項の報告及び承認を求めることについて〔令和４年度平内町一般会計補正予算〕」のう

ち所管部分、「議案第１１号　令和４年度平内町一般会計補正予算案」のうち所管部分、「議案第１３
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号　令和４年度平内町国民健康保険平内中央病院事業会計補正予算案」、「議案第１４号　令和４年度

平内町水道事業会計補正予算案」、「議案第１５号　令和４年度平内町農業集落排水事業特別会計補正

予算案」、「議案第１６号　令和４年度平内町漁業集落環境整備事業特別会計補正予算案」、「議案第１

７号　令和４年度平内町公共下水道事業特別会計補正予算案」、「議案第２９号　漁港整備事業工事分

担金賦課徴収について」、「議案第３０号　港湾整備事業工事分担金賦課徴収について」以上１１件

について、３月９日審査会を開き慎重審査の結果、報告についてはいずれも「承認すべきもの」議案

については、いずれも「可決すべきもの」と決定しましたので報告いたします。 
議　長（船橋健人君）ただいまの報告に対し、質疑を許します。 

　　　　　　（「質疑なし」の声あり） 

議　長（船橋健人君）質疑なしと認めます。これより討論を行います。 

　　　　　　（「討論なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）討論なしと認めます。これより「報告第２号」、「報告第５号」、「報告第

６号」、「議案第１１号」から「議案第１９号」、「議案第２９号」から「議案第３１号」及び「陳

情第１号」の以上１６件を一括して採決します。 
　お諮りします。付託案件に対する委員長報告は、報告は「承認すべきもの」、議案はいずれも

「可決すべきもの」、陳情は「採択すべきもの」であります。本案は、委員長報告のとおり決す

ることにご異議ありませんか。 
　　　　　　（「異議なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）異議なしと認めます。 

したがって「報告第２号」、「報告第５号」、「報告第６号」、「議案第１１号」から「議案第１

９号」、「議案第２９号」から「議案第３１号」及び「陳情第１号」の各案件は、報告は「承認」、

議案は「可決」、陳情は「採択」と決定しました。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

日程第３、議案第２０号　平内町個人情報の保護に関する条例案 

議　長（船橋健人君）日程第３、「議案第２０号　平内町個人情報の保護に関する条例案」を議題

とします。本案について説明を求めます。（「議長」の声あり）はい、総務課長。 
総務課長・選挙管理委員会事務局長（倉内　仁君）（「議案第２０号」について説明した） 
議　長（船橋健人君）ただいまの説明に対し、質疑を許します。 
　　　　　　（「質疑なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）質疑なしと認めます。これより討論を行います。 
　　　　　　（「討論なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）討論なしと認めます。これより採決します。 
　お諮りします。「議案第２０号　平内町個人情報の保護に関する条例案｣は「可決」することにご

異議ありませんか。 
　　　　　　（「異議なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）異議なしと認めます。したがって「議案第２０号」は「可決」されました。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

日程第４、議案第２１号　平内町情報公開・個人情報保護審査会条例案 
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議　長（船橋健人君）日程第４、「議案第２１号　平内町情報公開・個人情報保護審査会条例案」を

議題とします。本案について説明を求めます。（「議長」の声あり）はい、総務課長。 
総務課長・選挙管理委員会事務局長（倉内　仁君）（「議案第２１号」について説明した） 
議　長（船橋健人君）ただいまの説明に対し、質疑を許します。 
　　　　　　（「質疑なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）質疑なしと認めます。これより討論を行います。 
　　　　　　（「討論なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）討論なしと認めます。これより採決します。 

お諮りします。「議案第２１号　平内町情報公開・個人情報保護審査会条例案」は「可決」するこ

とにご異議ありませんか。 
　　　　　　（「異議なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）異議なしと認めます。したがって「議案第２１号」は「可決」されまし

た。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

日程第５、議案第２２号　平内町情報公開条例の一部を改正する条例案 

議　長（船橋健人君）日程第５、「議案第２２号　平内町情報公開条例の一部を改正する条例案」を

議題とします。 
本案について説明を求めます。（「議長」の声あり）はい、総務課長。 

総務課長・選挙管理委員会事務局長（倉内　仁君）（「議案第２２号」について説明した） 
議　長（船橋健人君）ただいまの説明に対し、質疑を許します。 

　　　　　　（「質疑なし」の声あり） 

議　長（船橋健人君）質疑なしと認めます。これより討論を行います。 
　　　　　　（「討論なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）討論なしと認めます。これより採決します。 

お諮りします。「議案第２２号　平内町情報公開条例の一部を改正する条例案」は「可決」するこ

とにご異議ありませんか。 
　　　　　　（「異議なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）異議なしと認めます。したがって「議案第２２号」は「可決」されまし

た。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
日程第６、議案第２３号　平内町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案　 

議　長（船橋健人君）日程第６、「議案第２３号　平内町職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例案」を議題とします。本案について説明を求めます。（「議長」の声あり）はい、総務課長。 
総務課長・選挙管理委員会事務局長（倉内　仁君）（「議案第２３号」について説明した） 
議　長（船橋健人君）ただいまの説明に対し、質疑を許します。 
　　　　　　（「質疑なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）質疑なしと認めます。これより討論を行います。 
　　　　　　（「討論なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）討論なしと認めます。これより採決します。 
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　お諮りします。「議案第２３号　平内町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案」は「可

決」することにご異議ありませんか。 

　　　　　　（「異議なし」の声あり） 

議　長（船橋健人君）異議なしと認めます。したがって「議案第２３号」は「可決」されました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

日程第７、議案第２４号　平内町国民健康保険条例の一部を改正する条例案一部を改正す　　　　　　　　　　　　　　　   

る条例案 

議　長（船橋健人君）日程第７、「議案第２４号　平内町国民健康保険条例の一部を改正する条例

案｣を議題とします。本案について説明を求めます。（「議長」の声あり）はい、松山課長。 

健康増進課長（松山秀子君）（「議案第２４号」について説明した） 

議　長（船橋健人君）ただいまの説明に対し、質疑を許します。 

　　　　　　（「質疑なし」の声あり） 

議　長（船橋健人君）質疑なしと認めます。これより討論を行います。 

　　　　　　（「討論なし」の声あり） 

議　長（船橋健人君）討論なしと認めます。これより採決します。 

　お諮りします。「議案第２４号　平内町国民健康保険条例の一部を改正する条例案｣は「可決」す

ることにご異議ありませんか。 

　　　　　　（「異議なし」の声あり） 

議　長（船橋健人君）異議なしと認めます。したがって「議案第２４号」は「可決」されました。 

　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 ◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

日程第８、議案第２５号　平内町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める　　                             

条例の一部を改正する条例案　 

議　長（船橋健人君）日程第８、「議案第２５号　平内町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例案｣を議題とします。本案について説明を求めます。（「は

い、議長」の声あり）はい、塩越課長。 

福祉介護課長（塩越信子君）（「議案第２５号」について説明した） 

議　長（船橋健人君）ただいまの説明に対し、質疑を許します。 

　　　　　　　（「質疑なし」の声あり） 

議　長（船橋健人君）質疑なしと認めます。これより討論を行います。 

　　　　　　（「討論なし」の声あり） 

議　長（船橋健人君）討論なしと認めます。これより採決します。 

お諮りします。「議案第２５号　平内町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例案｣は「可決」することにご異議ありませんか。 

　　　　　　（「異議なし」の声あり） 

議　長（船橋健人君）異議なしと認めます。したがって「議案第２５号」は「可決」されました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
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日程第９、議案第２６号　平内町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を 定め

る条例の一部を改正する条例案　 

議　長（船橋健人君）日程第９、「議案第２６号　平内町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例案｣を議題とします。本案について説明を求めます。

（「はい、議長」の声あり）はい、塩越課長。 
福祉介護課長（塩越信子君）（「議案第２６号」について説明した） 
議　長（船橋健人君）ただいまの説明に対し、質疑を許します。（「はい」の声あり）はい、亀

田議員。 
４　番（亀田弘徳君）本案で安全計画と業務継続計画を策定して、これを実施するのを、行う

ということでこれが、今年が５年なので、来年の３月３１日までの間に、努力義務として、作

ってやっていくということですけれども、この両計画の実際の計画を作って、それを実行に移

すというのの工程表みたいなのは今現段階でどういう形になっていますでしょうか。（「はい、

議長」の声あり） 

議　長（船橋健人君）はい、塩越課長。 

福祉介護課長（塩越信子君）亀田議員の質問にお答えいたします。 

　今回の安全計画と、業務継続計画については、現在はっきりした策定の次期は、未定でありますが、

安全計画については、経過措置期間である令和６年３月３１日までに、策定を行います。また業務継

続計画については、努力義務とはなっておりますが、やはり、今後コロナウイルスのような感染症に

おけるクラスターであるとか、災害の発生時に業務再開を迅速に行うため、必要であると考えますの

で、当町でも今後作成にむけて取組み予定であります。以上です。 

議　長（船橋健人君）そのほかございませんか。質疑を終結することにご異議ありませんか。 

　　　　　　（「質疑なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）異議なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論を行います。 
　　　　　　（「討論なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）討論なしと認めます。これより採決します。 
　お諮りします。「議案第２６号　平内町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例案｣は「可決」することにご異議ありませんか。 
　　　　　　（「異議なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）異議なしと認めます。したがって「議案第２６号」は「可決」されました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
日程第１０、議案第２７号　平内町道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例案 

議　長（船橋健人君）日程第１０、「議案第２７号　平内町道路占用料等徴収条例の一部を改正する

条例案｣を議題とします。本案について説明を求めます。（「はい、議長」の声あり）はい、地域

整備課長。 
地域整備課長（佐々木隆志君）（「議案第２７号」について説明した） 
議　長（船橋健人君）ただいまの説明に対し、質疑を許します。 
　　　　　　（「質疑なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）質疑なしと認めます。これより討論を行います。 
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　　　　　　（「討論なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）討論なしと認めます。これより採決します。 
　お諮りします。「議案第２７号　平内町道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例案｣は「可決」

することにご異議ありませんか。 
　　　　　　（「異議なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）異議なしと認めます。したがって「議案第２７号」は「可決」されました。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

日程第１１、議案第２８号　平内町病院事業会計年度任用職員の給与等に関する条例の一 部を

改正する条例案 

議　長（船橋健人君）日程第１１、「議案第２８号　平内町病院事業会計年度任用職員の給与等に関

する条例の一部を改正する条例案｣を議題とします。本案について説明を求めます。（「はい、議長」

の声あり）はい、病院事務局長。 
平内中央病院事務局長（小形正樹君）（「議案第２８号」について説明した） 
議　長（船橋健人君）ただいまの説明に対し、質疑を許します。 
　　　　　　（「質疑なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）質疑なしと認めます。これより討論を行います。 
　　　　　　（「討論なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）討論なしと認めます。これより採決します。 

お諮りします。「議案第２８号　平内町病院事業会計年度任用職員の給与等に関する条例の一 

部を改正する条例案｣は「可決」することにご異議ありませんか。 
　　　　　　（「異議なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）異議なしと認めます。したがって「議案第２８号」は「可決」されました。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

日程第１２、発議第１号　人権擁護委員候補者の推薦についての意見案 

議　長（船橋健人君）日程第１２、「発議第１号　人権擁護委員候補者の推薦についての意見案」を議

題とします。本案について提出者の説明を求めます。（「議長」の声あり）はい、５番田中茂勝君。 

５　番（田中茂勝君）本案は、人権擁護委員候補者の推薦に係る意見案でございます。 

町長が委員を推薦する場合は、人権擁護委員法によって議会の意見を聴いて、法務大臣に推薦する

ことになっております。 

今般、任期満了に伴う、人権擁護委員の推薦にあたり、町長より、委員の倉内尚子氏を再度、候

補者として、また、後藤雅之氏の後任として後藤牧夫氏を推薦することにしたい、とのことで、議会

の意見を求められており、先般、議会運営委員会で協議したところ、私が提案者と決まり、今回の提

案になった次第でございます。　 

倉内氏は、養護学校臨時講師としての経験を持ち、母親クラブにおいては、地域の女性や子供に寄

り添った活動に取り組んでまいりました。また、後藤氏は、長年にわたり福祉施設にて勤務しており、

豊かな経験と障害のある方に対する援助・支援に尽力を注いでこられました。 

両名とも高齢者や子どもの人権問題に深い関心を持ち人格見識が高く、これまでの経験を生かして、
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積極的に人権問題に取り組むことが期待され、実績を見ましても人権擁護委員にふさわしい方であり

ます。以上の見地から議会の意見としても「推薦することに異議がない」ということで、議決を賜り

たく意見案を提出いたしました。議員各位のご理解をいただき、全会一致のご賛同を賜りますよう、

お願いを申し上げ提案説明といたします。 

　なお、案文の朗読は省略させていただきます。　 

議　長（船橋健人君）ただいまの説明に対し、質疑を許します。 
（「質疑なし」の声あり） 

議　長（船橋健人君）質疑なしと認めます。これより討論を行います。 
　　　　　　（「討論なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）討論なしと認めます。これより採決します。 
お諮りします。「発議第１号　人権擁護委員候補者の推薦についての意見案」は「可決」することに

ご異議ありませんか。 

　　　　　　（「異議なし」の声あり） 

議　長（船橋健人君）異議なしと認めます。したがって「発議第１号」は「可決」されました。 

────────────────────── ◇ ──────────────────── 
日程第１３、発議第２号　平内町議会議員の議員報酬等の特例に関する条例案 

議　長（船橋健人君）日程第１３、「発議第２号　平内町議会議員の議員報酬等の特例に関する条例案」

を議題とします。本案について提出者の説明を求めます。（「議長」の声あり）はい、５番田中茂勝君。 

５　番（田中茂勝君）「発議第２号　平内町議会議員の議員報酬等の特例に関する条例案」について、

御説明申し上げます。当町における現行制度では、本会議等を長期欠席に至った場合でも、議員報酬

等が満額支給されおります。議員の職責及び議会への住民の信頼を維持するため、町議会議員が会議

等を長期欠席した場合の議員報酬及び期末手当の支給について、その在り方を明確にすることが必要

であることから、平内町議会議員の議員報酬等の特例に関する条例を制定するため本案を提出するも

のであります。以上のことから、私が提出者となり、田中大議員ほか７名の連名により、提案した次

第でありますので、議員各位の満場の御賛同を賜りますようお願いを申し上げ、提案説明といたしま

す。なお、案文の朗読は、省略させていただきます。　 

議　長（船橋健人君）ただいまの説明に対し、質疑を許します。 
（「質疑なし」の声あり） 

議　長（船橋健人君）質疑なしと認めます。これより討論を行います。 
　　　　　　（「討論なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）討論なしと認めます。これより採決します。 
お諮りします。「発議第２号　平内町議会議員の議員報酬等の特例に関する条例案」は「可決」する

ことにご異議ありませんか。 

　　　　　　（「異議なし」の声あり） 

議　長（船橋健人君）異議なしと認めます。したがって「発議第２号」は「可決」されました。　　 
────────────────────── ◇ ──────────────────── 

日程第１４、発議第３号　平内町議会の個人情報の保護に関する条例案　 

議　長（船橋健人君）日程第１４、「発議第３号　平内町議会の個人情報の保護に関する条例案」を議
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題とします。本案について提出者の説明を求めます。（「議長」の声あり）はい、５番田中茂勝君。 

５　番（田中茂勝君）「発議第３号　平内町議会の個人情報の保護に関する条例案」について、御説

明申し上げます。デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の公布による個人情

報の保護に関する法律の改正に伴い、令和５年４月１日から地方公共団体の執行機関に直接適用され

る個人情報保護法の規定が地方議会は原則的として適用除外されることから、議会独自の個人情報の

保護に関する制度を定める必要が生じております。このことから、議会における個人情報の取扱いに

ついて、平内町議会の個人情報の保護に関する条例を制定するための本案を提出するものでございま

す。以上のことから、私が提出者となり、小笠原智鶴子議員ほか４名の連名により、提案した次第で

ございますので、議員各位の満場の御賛同を賜りますよう、お願いを申し上げ、提案説明といたしま

す。なお、案文の朗読は省略させていただきます。 

議　長（船橋健人君）ただいまの説明に対し、質疑を許します。 
（「質疑なし」の声あり） 

議　長（船橋健人君）質疑なしと認めます。これより討論を行います。 
　　　　　　（「討論なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）討論なしと認めます。これより採決します。 
お諮りします。「発議第３号　平内町議会の個人情報の保護に関する条例案」は「可決」することに

ご異議ありませんか。 

　　　　　　（「異議なし」の声あり） 

議　長（船橋健人君）異議なしと認めます。したがって「発議第３号」は「可決」されました。 

────────────────────── ◇ ──────────────────── 
　　　日程第１５、議員派遣の件　 

議　長（船橋健人君）日程第１５、「議員派遣の件｣を議題とします。 
　議会は、議員を各種行事、会議、研修及び陳情等のため、議員を出張又は派遣する場合は、会議規

則第１２２条の規定により、議会の議決を得なければならないことになっております。よって本案を

提案するものであります。 
お諮りします。お手元にお配りしてあります、議員派遣の件のとおり議員を派遣させたいと思いま

すが、これにご異議ありませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

議　長（船橋健人君）異議なしと認めます。したがって「議員派遣の件」については、「承認」するこ

とに決定しました。　 
　ここで、資料配布のため暫時休憩します。 

（午前１０時４６分　休憩） 
（午前１０時４７分　再開） 

議　長（船橋健人君）休憩を取り消し、会議を再開します。 
ただ今、田中光弘君ほか４人の連名により「発議第４号　普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く

空・水・土の安全の保障を求める意見書案」が提出されました。 
この際「発議第４号」を日程に追加し議題とすることに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）異議なしと認めます。 
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したがって「発議第４号」は日程に追加し、議題とすることに決定しました。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

日程第１６、発議第４号　普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土の安全の保障を

求める意見書案　 

議　長（船橋健人君）日程第１６、「発議第４号　普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土

の安全の保障を求める意見書案」を議題とします。本案について提出者の説明を求めます。（「はい、

議長」の声あり）はい、１０番田中光弘君。 

１０番（田中光弘君）「発議第４号　普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土の安全の保障

を求める意見書案」について、御説明申し上げます。 

沖縄県において、米軍機による落下物事故および低空飛行・騒音の被害が生じていることは周知の

事実であります。特に、市の真ん中に普天間飛行場を抱える宜野湾市においてはその影響が大きく、

市民の生命や安全が脅かされ、学童・園児の学びに影響が出ているという現実があります。 
また、宜野湾市の水道水や湧き水から有機フッ素化合物ＰＦＡＳが検出されており、さらに、市民

グループによる調査では、普天間第二小学校の土壌から最大で米軍基準値２９倍のＰＦＡＳが検出さ

れております。これは、「わが国全土に渡って」保障されるはずの自由と平等がないがしろにされてい

る状況であると言わざるを得ません。日米両政府は、宜野湾市民の空の安全を確保することに努める

べきであり、水や土の汚染についても早急に対応すべきであります。 
以上のことから、日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空

・水・土の安全の保障を求めるよう私が提出者となり、小笠原智鶴子ほか３名の連名により、提案し

た次第でありますので、議員各位の満場の御賛同を賜りますよう、お願い申し上げ、提案説明といた

します。 
　なお、案文の朗読は、省略させていただきます。 

議　長（船橋健人君）ただいまの説明に対し、質疑を許します。 
（「質疑なし」の声あり） 

議　長（船橋健人君）質疑なしと認めます。これより討論を行います。 
　　　　　　（「討論なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）討論なしと認めます。これより採決します。 
お諮りします。「発議第４号　普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土の安全の保障を求

める意見書案」を「可決」することにご異議ありませんか。 

　　　　　　（「異議なし」の声あり） 

議　長（船橋健人君）異議なしと認めます。したがって「発議第４号」は「可決」されました。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
議　長（船橋健人君）経済文教常任委員会から、閉会中の所管事務調査について、議員各位に

配布してありますとおり「閉会中の継続調査申出書」が提出されました。 
　お諮りします。委員長申し出のとおり閉会中に継続調査を行うことと決することにご異議あ

りませんか。 
　　　　　（「異議なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）異議なしと認めます。したがって、経済文教常任委員会の所管事務調査

は、申し出のとおり閉会中に実施することに決定しました。 
議会運営委員会から次期定例会及び臨時会の会期日程等、議会運営に関する事項等について、
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議員各位に配布してありますとおり「閉会中の継続調査申出書」が提出されました。 
　お諮りします。委員長申し出のとおり、閉会中に継続調査を行うことと決することにご異議

ありませんか。 
　　　　　　（「異議なし」の声あり） 
議　長（船橋健人君）異議なしと認めます。したがって、議会運営委員会の議会運営に関する事項等

は、申し出のとおり閉会中に実施することに決定しました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◇ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
議　長（船橋健人君）以上で今定例会の全日程が終了しました。 

閉会にあたり町長より御挨拶があります。（「はい、議長」の声あり）はい、町長。 
町　長（船橋茂久君）閉会にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

　去る３月３日に開会いたしました本定例会では、令和５年度一般会計予算案をはじめ、各特

別会計予算案、令和４年度の各会計補正予算案、条例の改正案などあわせて３４件提案してお

りましたが本日、全案件ともそれぞれ御議決・御承認を賜り誠にありがとうございました。　 

すべての日程が順調に推移し、本日無事終了することができましたことに対しまして、厚く

御礼を申し上げます。 

平成３１年４月に平内町国民健康保険平内中央病院、首藤邦明医院長が事業管理者となり、

令和５年３月３１日任期満了となることから、来る令和５年４月１日からも首藤院長には地域

の基幹病院として安定した医療提供体制の充実確保のため、事業管理者として、引続きお力添

えを頂くよう、先般要請をし快諾を頂きましたのでご報告いたします。今後の町政の運営には、

力を合せ万全を尽くしてまいりたいと思っております。 

　また、一般質問あるいは、予算特別委員会、また各常任委員会等、本会議中に賜りました皆

様方の御意見等を参考に今後私をはじめ、職員一同町民生活の安定と、福祉の向上のために精

神誠意努力してまいりたいと考えておりますのでよろしくお願い申しあげます。 

　さて、令和４年度も、残すところ２０日あまりとなりましたが、この１年間４回の定例会を

はじめ、臨時会並びに全員協議会の開催と、多くの分野におきまして皆様方の御協力賜りまし

た。御陰様で町政運営につきましても遅滞なく順調に推移することができました。本当に有難

く心から感謝を申し上げる次第でございます。 

　年度末を控え、今年度の事務事業に遺漏のないように細心の注意を払うとともに、新年度に

備えたいと考えておりますので、皆様方には引き続き御支援・御協力を賜りますようよろしく

お願い申し上げます。皆様方には新年度も是非これ以上の御支援・御協力を賜りますようよろ

しくお願い申し上げまして閉会にあたっての御挨拶といたします。本日は誠にありがとうござ

いました。 

議　長（船橋健人君）これをもちまして、令和５年第１回平内町議会定例会を閉会します。 
ご協力ありがとうございました。 

 
　（午前１０時５５分　閉　会） 
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地方自治法第１２３条第２号の規定により、ここに署名する。 
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